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　秋の七草の内でも、桔梗は気品があり、生花

にも最適である。萩の花は小さいが、枝がゆる

やかな曲線を描いた様が、古来から日本人の好

みと合って親しみ深い。 

　ミヤギノハギ、ヤマハギ、マルバハギなど多 

 

 

くある。 

　一般に赤トンボといえば、アキアカネトンボ

とナツアカネトンボをさす。夏茜蜻蛉は６月こ

ろ発生し、９月ころには真赤になって秋の情趣

をかもし出す。 

　　　　　　　　　　　日本画家　　大野幹彦 

【2004岩倉の風景●萩、桔梗と夏茜蜻蛉】 
なつあかね とんぼ  はぎ  ききょう 
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災
害
か
ら
自
ら
を
守
る
に
は 

市の花／つつじ 



悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

市政の窓 �

市民体育祭出場者を募集します  …６ 
市民文化祭の作品を募集します   …６  
第２８回市民芸術劇場キューバ音楽で 
綴る「ペドロ＆カプリシャス」　　   …７ 
市民スペース・市民ギャラリー情報…７ 
図書館人形劇フェスティバル　　…７  
「キューバ・ナショナルデー」統一 
Ｔシャツのデザインを募集します　…８ 
リトミック教室　　　　　　　　  …８ 
灘久美子さんのキューバコラム　 …８ 
ふれ愛フリーマーケット出店者募集…９ 
事業系ごみは適正に処理しましょう…９ 
老人週間　　　　　　　　　 …１０  
水道料金はコンビニエンスストアでも納付できます…１０ 
携帯電話への災害情報サービスをご利用ください…１０ 
児童手当が小学校３年生まで拡大…１１  
指名競争入札結果　　　　　 …１１ 
快適な生活環境のために下水道接続を！…１２  
あいち下水道フェア　　　　　 …１３ 

暮らしのガイド ��

手続き ��

児童扶養手当等の現況届・所得状況届 
除籍・改製原戸籍謄抄本が変わります 
私道整備工事費補助金 
生産緑地地区変更案の縦覧 
生け垣づくり補助金 

催し ��

ミニミニコンサート 
「連鶴折り紙の作品」展示、岩倉母親大会 
親子で楽しむマジック＆コンサート 

講座・教室 ��

普通・上級救命講習会、ボランティア活動入門講座 

健康 ��

基本健康診査・住民検診・歯科健康診査 
いざというときは救急医療情報センターへ　ほか 

募集 ��

いわくらフリーマーケット出店者 
スポーツ少年団に参加しませんか 
岩倉市配達員 
「みのりの会バザー」への不用品の寄付　 

相談・その他 ��

献血にご協力を、不用品データバンク 
ストップ・ザ交通事故  秋の交通安全県民運動 
屋外広告物のルールを守りましょう 
愛・地球発　ここが見どころ 
図書館ニュース 
教育相談・子育て相談・市民相談　 ほか 

�

南部中学校女子柔道部成績報告・ 
「平和を考える」戦争の話をきこう！・ 
夏の犯罪撲滅啓発活動 

フォトニュース 

裏表紙 ぶらりいわくら再発見 
本町かいわい 

岩倉北小学校 
��

��

��

��

学校通信 

タイの食べ物 
サワディー 

岩倉南部柔道スポーツ少年団 
 

太りすぎ？やせすぎ？適正体重を知ろう！ 

スポーツ大好き！ 

��保健師すこやか日誌 

��市民のひろば・いわくらネットワーク 

▲８月４日、岩倉市平和祈念派遣
団の結団式が行われ、市民の皆
さんが心を込めて折った１０,４２０
羽の折鶴が子どもたちに託され
ました。派遣団は、８月９日（月）に
行われた長崎原爆犠牲者慰霊平
和祈念式典で、慰霊碑に折鶴を
捧げて平和を祈りました。 

災害から自らを守るには  

つづ 
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特集  
災害から自らを守るには �
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核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

 

　
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。 

　
こ
の
機
会
に
ご
家
族
で
、
ま
た
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
、
地
震
防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
今
回
は
、
６
月
２７
日
　
に
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
防
災
講
演
会
（
講
師
　
名
古
屋

工
業
大
学
大
学
院
谷
口
仁
士
教
授
）
か
ら
抜
粋
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

そ
の
時
、
あ
な
た
は
家
族
を
守
れ
ま
す
か 

　
地
震
そ
の
も
の
は
自
然
現
象
な
の
で
、
と
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
被
害
は
社

会
現
象
で
す
。
過
去
の
地
震
が
起
き
た
時
と
現
在

の
住
環
境
な
ど
は
か
な
り
違
っ
て
き
て
い
ま
す
。

以
前
と
同
じ
大
き
さ
の
地
震
が
き
た
と
し
て
も
、

現
在
起
き
た
場
合
の
方
が
過
去
に
比
べ
て
被
害
も

大
き
く
な
り
ま
す
。
で
は
、
そ
の
被
害
を
ど
う
し

た
ら
軽
減
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

ま
ず
、
東
海
地
震
・
東
南
海
地
震
を
知
る
こ
と
が

大
切
で
す 

  

▲８月４日、岩倉市
団の結団式が行
さんが心を込め
羽の折鶴が子ど
ました。派遣団は
行われた長崎原
和祈念式典で、慰
捧げて平和を祈り

災害か災害から自らを守るに守るには 災害から自らを守るには 

～安全で安心なまちづくりへの挑戦～ 

名古屋工業大学大学院 
谷口仁士教授 
たにぐち  ひと   し 

た
に
ぐ
ち 

ひ
と   

し 

●東海地震 
　過去１００年から１５０年周期で発生する
といわれ、前回の発生から約１５０年が

経過し「いつ起きてもおかしくない」と、

また、今までの地殻変動などの観測結

果からその発生時期が平成１７年ともい

われています。その震源域は平成１４年

に見直され、地震防災対策強化地域が

県内５８市町村に拡大されました。岩倉

市は強化地域からはずれたものの、発

生した場合の震度予測は、５弱（一部

５強）と予測されています。 

震度 
5強 

5弱 

N

資料  東海地震の予測 

震度５弱…食器や本が棚から落ちたり、 
　　　　　家具が動くことがあります。 

（日） 

▲８月１日（日）に行われた地震防災講習会（曽野小学校） 

特集特集 特集 
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東
海
地
震
は
唯
一
予
知
可
能
な
地
震 

　
今
年
１
月
か
ら
東
海
地
震
に
関
す
る
情
報
体
系

が
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
地
震
予
知
は
前
兆
現
象
の
す
べ
り
が
把
握
さ
れ

た
時
発
令
さ
れ
ま
す
。つ
ま
り
、地
震
が
始
ま
っ
た

こ
と
を
確
認
し
て
発
令
さ
れ
る
の
で
発
令
か
ら
地

震
発
生
ま
で
の
時
間
は
相
当
短
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

　
し
か
し
、
発
令
と
同
時
に
一
斉
に
電
話
が
使
わ

れ
る
と
、
通
信
が
混
乱
し
、
携
帯
電
話
が
通
じ
な

い
よ
う
に
な
り
、
メ
ー
ル
も
す
ぐ
に
は
届
か
な
い

よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
震
が
発
生
す
る

と
も
っ
と
つ
な
が
ら
な
く
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
名
古
屋
市
に
お
勤
め
の
人
が
発
令
に
よ

り
、
す
ぐ
帰
宅
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
名
古
屋
駅 

に
４７
万
人
の
人
が
集
ま
り
、
「
地
震
が
発
生
す 

る
」
「
早
く
帰
り
た
い
」
こ
と
か
ら
大
混
乱
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

あ
な
た
の
ま
ち
の
シ
ナ
リ
オ
を 

十
分
考
え
て
く
だ
さ
い 

　
地
震
に
よ
り
、
家
具
の
転
倒
や
家
屋
の
被
害
が

発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
負
傷
者
の
発

生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
地
盤
の
液
状

化
に
よ
る
道
路
の
被
害
と
機
能
障
害
、
特
に
交
通

手
段
が
一
時
機
能
を
停
止
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
供
給
を
停
止
し
ま
す
。

特
に
水
と
か
電
気
が
供
給
停
止
に
な
る
と
直
後
に

必
要
な
医
療
機
関
の
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
そ
う

す
る
と
、
そ
の
病
院
も
混
乱
に
陥
り
ま
す
。
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
供
給
停
止
に
よ
っ
て
、
生
活
の
不
便

さ
が
出
て
き
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
情
報
伝
達
、
こ
れ
は
携
帯
電
話
が
使

え
な
く
な
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
３
日
間
ぐ
ら
い
は

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
直
接
被
害
が

あ
る
程
度
出
て
き
ま
す
。 

●情報収集 

　連絡体制 

資料　東海地震に関連する情報と防災対策 

●鉄　道…震度などによって事業者の判断で運行継 
　　　　　続化（震度６弱以上は強化地域内進入制 

　　　　　限、最寄りの駅で停車）　 

●病　院…耐震性がある病院は診療継続 
●小売店…耐震性がある店は営業継続 

地震発生時の対応 

大 
情報名 主な防災対応 

●警戒宣言 

●地震災害警戒本部設置 

●地震防災応急対策の実施 

東海地震 
予知情報 

●準備行動（準備体制） 

　開始の意思決定 

●救助部隊、救急部隊、消 

　火部隊、医療関係者等の 

　派遣準備の実施 

●住民に対する適切な広報 

 

東海地震 
注意情報 

東海地震 
観測情報 

危
険
度 

震度 
6弱 

5強 

N

資料  東南海地震の予測 

震度５強…非常に恐怖を感じ、多くの人 
　　　　　が行動に支障を感じます。 

●東南海地震 

　静岡県浜名湖沖から和歌山県潮岬沖を震源域とし、今後

３０年以内に発生する確立は５０㌫程度と考えられ、発生す

れば市内では一部地域が震度６弱、他の地域では震度５強

と予測されています。 

　過去に慶長地震（１６０５年）宝永地震（１７０７年）、

安政東海地震（１８５４年）で東海地震と東南海地震がそ

れぞれ発生していますが、次に発生するときは２つの地震

が連動して起こる場合もあり、その時には、より大きな被

害がでることも予測されています。 

阪神・淡路大震災とは 
　　　　　　　どう違う？ 
　東海地震、東南海地震での揺れの大きさは、阪神・淡路

大震災に比べて小さくなります。ところが揺れている時間は

１分ぐらい続きます。阪神・淡路大震災での地震は、大きな

揺れは十数秒程度ですので、阪神・淡路大震災ほど揺れの

大きさはないと安心してはいけません。 

　また、東海地震、東南海地震は阪神・淡路大震災の時より

も広域に災害が発生するともいわれています。 

平成16年9月1日 4



　現在、各地区で地域防災組織

の皆さんの自主的な防災訓練が

行われています。 

　また、地震防災講習会が各小

学校区において６月から開催され、

９月１２日（日）・１９日（日）に

も岩倉北小学校で行われます。 

　さらに、市職員も７月２６日

（月）から３０日（日）まで職員初

動マニュアルに基づき災害危機

管理研修を行いました。 

 ど
う
し
た
ら
、
防
災
に
取
り
組
め
る
の
か 

　
地
震
は
ま
だ
き
て
い
ま
せ
ん
。
消
火
訓
練
や
避

難
訓
練
な
ど
の
地
震
発
生
後
の
訓
練
も
必
要
で
す

が
、
ま
ず
、
被
害
を
出
さ
な
い
よ
う
に
考
え
る
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。 

●
被
害
を
出
さ
な
い
新
た
な
取
り
組
み

の
提
案
　 

　
地
区
の
自
主
組
織
の
取
り
組
み
の
例
と
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

第
１
段
階 

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
住
民
、
市
民
団

体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
、
公
共
事
業
関
係
者
、

教
育
機
関
、
医
療
機
関
、
行
政
機
関
、
学
識
経
験

者
等
が
参
加
し
、
災
害
対
策
に
係
る
委
員
会
を
組

織
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
ま
す
。 

 

第
２
段
階 

　
自
然
災
害
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
リ
ス
ク
を
与
え
る
の
か
を
分
析
し
、
影
響
を

受
け
る
範
囲
と
建
物
の
リ
ス
ク
評
価
を
行
い
ま
す
。 

 

第
３
段
階 

　
災
害
に
よ
る
損
失
を
緩
和
す
る
た
め
、
必
要
な

対
策
を
提
案
し
た
上
で
優
先
順
位
を
付
け
、
参
加

し
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
は
自
分
の
分
野
に
お
い
て

協
力
で
き
る
こ
と
、
提
供
で
き
る
資
源
を
特
定
し
、

実
行
し
ま
す
。 

 

第
４
段
階 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
他

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
紹
介
し
、
相
互
に
情
報
交
換 

を
行
っ
て
防
災
対
策
を
推
進
し
ま
す
。 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
…
共
同
生
活
体 

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
…
協
力
体
制 

・
リ
ス
ク
…
危
険 

具
体
的
に
は
　
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？ 

１
住
宅
の
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
を
す
る 

・
家
が
壊
れ
る
よ
う
な
被
害
に
な
ら
な
い
。 

・
避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
な
い
生
活
よ
り
、

　
自
分
の
家
で
生
活
で
き
る
。 

※
自
分
１
人
だ
け
で
行
う
よ
り
も
、
地
域
や
ま
ち

ぐ
る
み
で
行
っ
た
ほ
う
が
効
果
が
大
き
い
。 

　
現
在
、
岩
倉
市
で
は
昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら

れ
た
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
と
耐
震
補
強
工

事
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
土
木
課

建
築
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
３
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。  

２
室
内
を
安
全
に
す
る 

・
家
具
等
の
転
倒
防
止
を
す
る
。 

※
１
階
の
倒
壊
は
あ
る
が
２
階
は
ほ
と
ん
ど
な
い

の
で
、
２
階
に
寝
る
の
も
有
効
で
す
。 

３
通
学
路
の
安
全
を
図
る 

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
必
ず
道
路
側
に
倒
れ
る
の
で
、

　
そ
の
対
策
を
す
る
。 

・
自
動
販
売
機
も
倒
れ
る
場
合
が
あ
る
。 

・
橋
と
道
路
の
境
界
に
は
段
差
が
で
き
る
。 

　
こ
の
３
点
を
、
地
震
が
く
る
前
に
町
内
等
で
い

か
に
行
う
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。 

自
助
・
共
助
・
公
助 

　
東
海
地
震
が
起
き
て
、
岩
倉
市
に
も
被
害
が
発

生
し
た
場
合
、
東
の
方
は
静
岡
が
被
害
が
大
き
い

の
で
東
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
静
岡
に
入
り
ま

す
。
ま
た
、
西
の
方
は
三
重
県
志
摩
半
島
の
以
南

で
１０
㍍
を
越
す
津
波
が
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

被
害
が
発
生
し
ま
す
。
西
か
ら
の
助
け
は
全
部
三

重
県
に
入
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
岩
倉
市
の
被
害
に

は
誰
も
助
け
に
来
て
く
れ
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
災
害
の
時
に
は

自
助
・
共
助
・
公
助
が
大
切
に
な
り
ま
す
。 

・
自
助
…
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る 

・
共
助
…
近
隣
や
地
域
、
住
民
参
加
型
組
織
に
よ

　
り
助
け
合
う 

・
公
助
…
行
政
に
よ
る
援
助 

　
町
内
を
強
く
す
る
の
は
自
助
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
行
政
は
、
こ
の
ま
ち
に
対
し
て
何
が
で
き

る
か
と
い
う
公
助
の
部
分
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
民
同
士
の
共
助
も
あ
り
ま
す

が
、
町
内
に
あ
る
企
業
と
住
民
の
皆
さ
ん
を
結
び

つ
け
る
共
助
も
あ
り
ま
す
。
災
害
な
ど
に
よ
っ
て

は
企
業
の
機
械
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）
も
災

害
復
旧
に
は
利
用
で
き
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
自
助
・
公
助
・
共
助
の
３
つ
が
う
ま
く

機
能
す
れ
ば
、
地
震
に
対
し
て
強
い
ま
ち
が
で
き

ま
す
。 

　
今
、
大
人
の
皆
さ
ん
が
東
海
地
震
を
対
象
と
し

て
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
、
あ
る
い
は
行
動
を
す

る
と
い
う
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
手
本
に
な

り
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
何
十
年
か
あ
と
に
大
人
に
な

っ
て
地
震
が
き
た
時
、
自
分
自
身
で
身
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
突
然
や
っ
て
き
ま
し
た

が
、
東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
の
発
生
は
２５
年
前

ご
ろ
か
ら
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
情
報

を
も
ら
い
な
が
ら
、
何
も
で
き
な
か
っ
た
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
行
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

●
問
合
先
　
消
防
本
部
総
務
課
予
防
防
災
係
（
☎

３
７
―
５
３
３
３
）
ま
で
。 

　災害用伝言ダイヤルは、被災地の人が録音した安否情報等を、その

他の地域の親戚や友人などが再生することができます。 

●利用可能な端末　ＮＴＴの一般電話、公衆電話、携帯電話、PHS  

●伝言数　１電話番号あたり１～１０伝言 

●録音時間　１伝言３０秒以内 

●伝言保存期間　２日間（４８時間：自動消去） 

　　　　　　　⇒録音の場合①⇒　　　　　　　　　　　　　⇒録音 

　　　　　　　⇒再生の場合②⇒　　　　　　　　　　　　　⇒再生 

災害時には災害用伝言ダイヤル「１７１」を 

被災地の人も、被災地以外
の人も連絡をとりたい被災
地の人の電話番号を市外局
番からダイヤルする。 

「１７１」を 

ダイヤルする 

●

　

３

れ

と

　

安

れ

が

害

阪
　
　

大

揺

大

　

も
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岩
倉
市
で
は
、
１０
月
３
日
　
に
市
民
体
育
祭
を

岩
倉
北
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
き
ま
す
（
雨
天

の
場
合
は
１０
日
　
に
な
り
ま
す
）
。 

　
こ
の
体
育
祭
で
行
う
「
職
場
・
グ
ル
ー
プ
対
抗

リ
レ
ー
」
と
「
職
場
・
グ
ル
ー
プ
対
抗
綱
引
き
」

に
出
場
さ
れ
る
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。 

　
あ
な
た
も
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

　
な
お
、
体
育
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
広
報
い

わ
く
ら
」
９
月
１５
日
号
と
一
緒
に
お
配
り
し
ま
す
。 

●
参
加
条
件
な
ど 

★
職
場
・
グ
ル
ー
プ
対
抗
リ
レ
ー
（
男
・
女
）
…

男
女
と
も
選
手
６
人
、
補
欠
２
人
で
１
チ
ー
ム
と

し
、
事
業
所
ご
と
に
男
女
各
１
チ
ー
ム
ま
で
と
し

ま
す
。 

★
職
場
・
グ
ル
ー
プ
対
抗
綱
引
き
…
選
手
８
人
、

監
督
１
人
（
選
手
と
兼
ね
て
も
よ
い
）
で
１
チ
ー

ム
と
し
ま
す
。 

　
な
お
、
選
手
に
は
、
必
ず
女
性
を
３
人
以
上
い

れ
て
く
だ
さ
い
。
合
計
８
人
で
綱
を
引
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

●
申
込
期
限
　
９
月
１２
日
　 

●
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
ま
で
。  

       

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
場
と
し
て
、
１０
月
３１
日
　
か
ら
１１
月
３
日
　
ま

で
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
市
民
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す
。
そ
の
文
化
祭
の
出
品
作
品
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
多
数
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

作
品
募
集
要
領 

●
出
品
資
格
　
平
成
１６
年
４
月
１
日
現
在
、
満
１５

歳
以
上
で
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
、
ま
た
は

在
学
の
人 

●
作
品
　
各
部
門
１
人
１
点
と
し
、
未
発
表
の
作

品
に
限
り
ま
す
。
た
だ
し
、
盆
栽
展
は
、
１
人
２

点
ま
で
と
し
ま
す
。 

●
申
込
方
法
　
所
定
の
出
品
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
生
涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

●
受
付
期
間
　
９
月
１
日
　
〜
３０
日
　 

【
市
民
展
】 

●
部
門
な
ど
　
趣
味
の
作
品
で
部
門
、
規
格
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
美
術
展
】 

●
部
門
お
よ
び
規
格 

★
日
本
画（
膠
彩
、
墨
彩
、
そ
の
他
）…
６
号
以
上

５０
号
以
内
で
、
額
装
ま
た
は
、
枠
張
り
と
し
ま
す
。 

★
洋
画
（
油
彩
、
水
彩
、
版
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
そ

の
他
）
…
６
号
以
上
５０
号
以
内
で
、
額
装
ま
た
は
、

枠
張
り
と
し
ま
す
。 

※
た
だ
し
、
平
面
造
型
な
ど
は
除
き
ま
す
。
　 

★
書
道
（
漢
字
、
か
な
、
近
代
詩
文
、
少
字
数
、

て
ん
刻
）
…
半
切
（
４８
㌢
㍍
×
１
７
６
㌢
㍍
）
に

限
る
（
縦
・
横
自
由
）
。
枠
張
り
と
し
、
ア
ク
リ

ル
は
認
め
ま
せ
ん
。 

※
た
だ
し
、
て
ん
刻
は
除
き
ま
す
。 

★
彫
刻
・
工
芸
（
立
体
造
形
、
陶
芸
、
金
工
、
染

織
、
木
竹
工
、
人
形
、
七
宝
、
硝
子
、
石
工
、
紙 

工
、
そ
の
他
）
…
自
由
。
　 

※
た
だ
し
、
平
面
の
作
品
に
つ
い
て
は
５０
号
（
一 

辺
１
１
６
・
７
㌢
㍍
）
以
内
と
し
ま
す
。 

★
写
真
（
組
写
真
も
可
）
…
四
つ
切
り
以
上
全
紙

ま
で
で
、
額
装
ま
た
は
、
パ
ネ
ル
張
り
と
し
ま
す
。 

※
た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
作
品
は
除
き
ま
す
。 

●
賞
　
市
長
賞
、
美
術
展
賞
、
佳
作 

●
審
査
・
発
表
　
美
術
展
審
査
委
員
会
が
審
査
し
、

入
賞
者
を
決
定
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
電
話
で
連

絡
し
ま
す
。 

●
表
彰
式
　
１１
月
３
日
　
午
前
９
時
３０
分
か
ら
、

展
示
会
場
で
行
い
ま
す
。 

【
生
花
展
・
盆
栽
展
】 

●
種
別
　
生
花
、
盆
栽 

●
規
格
　
自
由 

作
品
搬
入 

★
美
術
展
…
１０
月
２９
日
　
午
後
４
時
〜
６
時 

★
市
民
展
・
生
花
展
・
盆
栽
展
…
１０
月
３０
日
　
午

後
１
時
３０
分
〜
６
時 

※
い
ず
れ
も
各
展
示
会
場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

作
品
搬
出
　
１１
月
３
日
　
午
後
４
時
〜
６
時 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係（
☎

３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。  

（日） 

（日） 

（日） （日） 

（金） 

（土） 

市
民
文
化
祭
の
作
品
を
募
集 

し
ま
す 

市
民
体
育
祭
出
場
者
を
募
集 

し
ま
す 

　
　 

職
場
・
グ
ル
ー
プ
・
対
抗
リ
レ
ー 

　
　 

職
場
・
グ
ル
ー
プ
・
対
抗
綱
引
き 

（水） 

（水） 

（水） 
（水） 

（木） 

こ
う
さ
い 
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●
市
政
の
窓
●
 

監
督
１
人
（
選
手
と
兼
ね
て
も
よ
い
）
で
１
チ
ー

在
学
の
人 

★
彫
刻
・
工
芸
（
立
体
造
形
、
陶
芸
、
金
工
、
染

３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。  

       

　
今
回
の
市
民
芸
術
劇
場
は
キ
ュ
ー
バ
音
楽
を
中

心
に
、
「
ジ
ョ
ニ
ー
へ
の
伝
言
」
や
「
五
番
街
の

マ
リ
ー
へ
」
な
ど
数
々
の
名
曲
を
残
し
た
「
ペ
ド

ロ
＆
カ
プ
リ
シ
ャ
ス
」
と
、
岩
倉
市
在
住
の
栗
本

裕
子
さ
ん
が
ボ
ー
カ
ル
を
務
め
る
万
博
ユ
ニ
ッ
ト

「
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
＆
ロ
ス
・
ペ
ペ
ス
」
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
９
月
２５
日
　
開
場
…
午
後
１
時
３０
分
、

開
演
…
午
後
２
時 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
内
容
　
キ
ュ
ー
バ
音
楽
と
数
々
の
名
曲
（
別
れ

の
朝
、
ジ
ョ
ニ
ー
へ
の
伝
言
）
　
ほ
か 

●
入
場
料
　
一
般
１
千
円
、
高
校
生
以
下
５
０
０

円
（
全
席
自
由
席
） 

※
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。 

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　
市
役
所
１
階
情
報
サ
ロ
ン
、

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館 

※
チ
ケ
ッ
ト
を
発
売
中
で
す
（
た
だ
し
、
完
売
の

際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
）
。 

●
主
催
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。  

（土） 

とき 
ところ 図書館視聴覚室 公民館講堂 図書館会議室 図書館２階展示ホール 

第
２８
回
市
民
芸
術
劇
場 

キ
ュ
ー
バ
音
楽
で
綴
る
「
ペ 

ド
ロ
＆
カ
プ
リ
シ
ャ
ス
」 

つ
づ 

【岩倉総合高校　デザイン系列作品展】 

●と　き　８月３０日（月）～９月６日（月） 

●問合先　岩倉総合高校（☎３７―４１４１）まで。  

【櫻会　書展】 

●と　き　９月７日（火）～１８日（土） 

●問合先　間（☎６６―６７７７）まで。  

【水辺まつり２００４カッパの絵コンテスト入賞作品展】 

●と　き　９月１９日（日）～２６日（日） 

●問合先　岩倉水辺を守る会　村上（☎３７―５５９６）

　　　　　まで。  

【中元寺徹　水彩画作品展】 

●と　き　９月２７日（月）～１０月３日（日） 

●問合先　中元寺（☎６６―０９８２）まで。 

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童
コーナー、２階には市民ギャラリーやレストランなど、
市民の皆さんに利用していただけるスペースがありま
す。皆さん、ぜひ、ご利用ください。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜日、
祝日、年末および年始は休みです）ただし、レストラ
ンの営業時間は、振替休日を除く月～土曜日の午前９
時から午後６時までです。 

市民ギャラリー 

　図書館では、人形劇フェスティバルを開催します。楽しい人形劇や大型紙芝居など、 
図書館や公民館の会場で上演します。また、実際に作って楽しむ手作りおもちゃなど
のコーナーもあり、子どもたちに喜んでもらえる催し物でいっぱいです。入場は無料
です。ぜひ、皆さんでお越しください。　　　　 
　なお、上演会場へは開演１５分前から入場できます。定員になりしだい入場は打ち
切りますのでご了承をお願いします。また、車での来場はご遠慮ください。 
●と　き　９月１１日（土） 
●問合先　図書館（☎３７―６８０４）まで。 

１０：００～１１：００ 

人形劇団パン 
「おおかみと七匹の子やぎ」 
「パペットボードビル」 
「だいだらぼう」 

１０：３０～１１：３０ 
おはなし会 
・読み聞かせ 
・大型紙芝居 
・ブラックシアター 
「こと座のはなし」 

手作りおもちゃコーナー 
・にょろにょろへび 
・ストローボール 
・ペープサート 
・おりがみ　　　　ほか 
１５：００まで 

１１：００～１２：００ 人形劇団もぐら 「花まつりのてんぐ」ほか 

１２：００～１３：３０ 休　憩 

１３：３０～１４：３０ 

１４：３０～１５：３０ 

人形劇団むすび座 
「さわってみたら･･･」 
「あかちゃんゴリラゴリゴリ」 

人形劇団ピーターパン 
「舌きりすずめ」 

く
り
も
と 

ゆ
う   

こ 

ちゅうげん じ  とおる 

平成16年9月1日 7



●
市
政
の
窓
●
 

　
愛
知
万
博
で
は
、
参
加
す
る
国
々
が
そ
の
国
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
交
流
を
進
め
る

た
め
に
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開

催
し
ま
す
。
「
キ
ュ
ー
バ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
」

は
、
平
成
１７
年
７
月
２６
日
　
で
す
。 

　
そ
こ
で
岩
倉
市
で
は
、
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
事
業
の
一
環
と
し
て
、
「
キ
ュ
ー
バ
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
」
に
着
用
す
る
統
一
Ｔ
シ
ャ
ツ

の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。 

●
募
集
規
定 

★
Ａ
４
用
紙
サ
イ
ズ
（
２
１
０
㍉
㍍
×
２
９
７
㍉

㍍
）
以
内
で
作
成
し
た
デ
ザ
イ
ン
画
（
カ
ラ
ー
で

も
可
）
で
、
岩
倉
市
と
キ
ュ
ー
バ
、
愛
知
万
博
に

関
連
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
す
。 

★
画
材
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。 

★
デ
ザ
イ
ン
は
、
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
デ
ザ
イ
ン
に
限
り
ま
す
。 

★
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
生
地
は
白
色
で
す
。 

★
入
賞
作
品
の
著
作
権
・
版
権
は
、
岩
倉
市
に
帰

属
し
ま
す
。 

●
応
募
方
法
　
作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
を
明
記
の
う
え
商
工
農
政
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
可
）
。
な
お
、
応
募
作
品
は
返
却
い

た
し
ま
せ
ん
。 

●
募
集
期
限
　
１０
月
２９
日
　 

●
入
賞
発
表
　
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
最
優
秀
作

品
１
点
、
優
秀
作
品
２
点
を
選
考
し
、
後
日
広
報

い
わ
く
ら
で
発
表
し
ま
す
。 

●
そ
の
他
　
入
賞
者
に
は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
お
よ
び
記

念
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。
な
お
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
成

は
、
平
成
１７
年
度
に
実
施
し
ま
す
。 

●
応
募
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係 

（
〒
４
８
２
―
８
６
８
６
（
住
所
不
要
）
☎
３
８

―
５
８
１
２
）
ま
で
。  

       

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的

に
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
」
を
開
き
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
９
月
２４
日
　
午
前
１１
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家
ふ

れ
あ
い
交
流
ホ
ー
ル 

●
定
員
　
３０
組 

●
対
象
　
幼
児
と
そ
の
保
護
者 

●
参
加
費
　
無
料 

●
申
込
方
法
　
み
ど
り
の
家
へ
、
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

●
受
付
開
始
　
９
月
３
日
　 

●
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
家 

（
☎
６
６
―
６
７
０
０
）
ま
で
。  

 

（金） 

（金） 

（金） 

「
キ
ュ
ー
バ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

デ
ー
」統
一
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
デ 

ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す 

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

（火） 

愛・地球博一市町村一国フレンドシップ事業 
在キューバ日本国大使館派遣員 

灘久美子さんのキューバコラム（第８回） 
なだ　く　　み　   こ 

　これまで、キューバ人の貧しさ、生活の難しさについてお伝
えしましたが、今回はそういったキューバ人が、娯楽の少ない
この国で、いかに明るく、毎日を楽しむように過ごしているか、
お伝えしたいと思います。 
　まずこの国に来て驚いたことは、その貧しさにも関わらず、
女性が非常におしゃれに気を使っていることです。もちろんフ
ァッションは、日本とは違うところもありますし、その貧しさ
のために着飾れない人もいますが、できる限り女性陣は自分の
美しさを引き立てるように努力しています。ネイルアートに凝
るところなどは、日本人女性以上だと思います。 
　少女から年配の女性までが、ここでは必ずと言っていいほど、
マニュキア、ペディキュア（足のネイルアート）をしています。
ネイルアートの一式を持っている人も少なくありませんし、キ
ューバペソの安いネイルアートのお店を利用したりもします。 
　男性は女性に比べるとあまり着飾ることはしませんし、上半
身裸の人もたくさんいますが、シャツには必ずアイロンをかけ
る、普段は運動靴やサンダルでもきちんとしたお出かけの時の
ために革靴を持っている、というのがここでは一般的なようで
す。またアクセサリーをつける男性も少なくありません。 
　娯楽の少ない国ではありますが、若者は精一杯おしゃれし、
週末の夜にはいたるところに出かけます。友人宅でのホームパ
ーティ、ディスコ、音楽のあるカフェテリア、また涼を求めて
防波堤沿いのマレコン通りにも人が大勢集まります。 
　週末、マレコン通りのナショナル・ホテル前では、交通を遮
断して国営野外ライブが行われますが、キューバで有名な歌手

が出る時には、通りが数万人の若者で埋め尽くされます。そう
いったイベントがある時には、国営の屋台が立ち並び安いペソ
払いの紙コップ入りのビールが売られたりしています。若者は
思い思いに踊り、飲み、おしゃべりをし、歌手を一生懸命見て
いる人もいれば、音楽はバックミュージック程度にして騒いで
いる人たちもいます。 
　キューバで、何度かコンサートやライブに行きましたが、そ
の盛り上がりようは本当に陽気なこの国ならではのものだと感
じます。コンサートが終わると必ずと言ってよいほど行われる、
スタンディング・オベーションには毎回驚かされます。観客が
演奏者と一緒になって舞台を盛り上げているように感じますが、
あくまで観客は思い思いに楽しんでいるだけのようです。 
　若いポップス歌手のライブに行った時、女の子たちが舞台に
駆け上がって、歌
手に抱きついたり
キスをし、その度
に客席が盛り上が
りました。 
　キューバは自由
の少ない社会主義
国家だと言われて
いますが、いろい
ろな意味でそれな
りに自由な国だと
感じます。 
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●
市
政
の
窓
●
 

（月） 

（金） 

い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り 

環
境
フ
ェ
ア
２
０
０
４ 

ふ
れ
愛
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

出
店
者
を
募
集
し
ま
す 

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ 

事
業
系
ご
み
は
適
正
に
処
理 

し
ま
し
ょ
う 

（土） 

（日） 

　
い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
の
環
境
フ
ェ
ア

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
「
ふ
れ
愛
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。 

　
あ
な
た
の
家
の
中
に
、
邪
魔
に
さ
れ
て
泣
い
て

い
る
物
、
長
年
使
わ
れ
ず
に
眠
っ
て
い
る
物
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
こ
う
し
た
物
た
ち
に
光
を
あ
て
て

使
い
た
い
人
・
欲
し
い
人
へ
、
手
か
ら
手
、
人
か

ら
人
へ
と
楽
し
み
な
が
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
。
使
い

捨
て
の
時
代
か
ら
使
い
切
る
時
代
へ
、
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
に
ぎ
や
か
に
井
戸
端
感
覚
で
出
店
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

●
と
き
　
１１
月
６
日
　
・
７
日
　 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

●
募
集
区
画
数
　
２
日
間
で
４０
〜
５０
区
画
（
※
１

区
画
単
位
で
受
け
付
け
ま
す
） 

●
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
高
校
生
以
上

の
人
ま
た
は
、
グ
ル
ー
プ 

※
楽
し
み
な
が
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
営
利
目
的
の
出
店
は
お
断
り
し
ま

す
。 

●
募
集
期
間
　
９
月
１３
日
　
〜
１７
日
　（
先
着
順
） 

●
出
店
料
　
１
区
画
５
０
０
円 

●
申
込
方
法
　
環
境
保
全
課
に
置
い
て
あ
る
申
込

書
に
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係
（
☎
３
８

―
５
８
０
８
）
ま
で
。  

       

事
業
活
動
に
伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、
地
区

の
ご
み
集
積
場
に
出
せ
ま
せ
ん 

　
岩
倉
市
の
行
う「
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
」「
燃

や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
」
お
よ
び
分
別
収
集
ご

み
の
収
集
は
、
一
般
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。 

　
商
店
、
事
業
所
、
工
場
な
ど
で
、
事
業
活
動
に

伴
っ
て
出
る
事
業
系
ご
み
は
、
事
業
者
の
皆
さ
ん

が
責
任
を
持
っ
て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

事
業
系
ご
み
の
処
理
方
法 

　
産
業
廃
棄
物
で
は
な
い
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物

の
処
理
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
市
の
許
可
業
者
（
下
表
）
に
委
託
す
る
。 

②
事
業
者
の
皆
さ
ん
自
ら
が
直
接
、
小
牧
岩
倉
衛

生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー（
小
牧
市
大
字
野
口
地
内
）

に
搬
入
す
る
。 

③
自
家
処
理
施
設
で
処
理
す
る
。 

　
な
お
、
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
愛
知
県
の

許
可
を
受
け
た
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
委
託
し

て
く
だ
さ
い
。 

事
業
系
ご
み
収
集
袋
を
お
使
い
く
だ
さ
い 

　
８０
㌢
㍍

×
９０
㌢
㍍

と
大
き
め

の
サ
イ
ズ

で
す
。
事

業
者
の
皆

さ
ん
に
限

り
市
内
の
取
扱
店
で
、
１
セ
ッ
ト
１０
枚
・
２
０
０

円（
税
込
）で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は

岩
倉
市
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
こ
の
袋
で
は
一
般
の
ご
家
庭
の
ご
み
は

出
せ
ま
せ
ん
（
市
は
収
集
し
ま
せ
ん
）
の
で
、
事

業
者
の
皆
さ
ん
以
外
は
市
の
指
定
袋
を
お
使
い
く

だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　 

★
事
業
系
一
般
廃
棄
物
…
岩
倉
市
清
掃
事
務
所 

（
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
た
は
、
小
牧
岩
倉
衛

生
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
６
８
―
７
９
―

１
２
１
１
）
ま
で
。 

★
事
業
系
ご
み
収
集
袋
…
岩
倉
市
商
工
会
（
☎
６

６
―
３
４
０
０
）
ま
で
。 

★
産
業
廃
棄
物
…
愛
知
県
尾
張
事
務
所
廃
棄
物
対

策
課
（
☎
０
５
２
―
９
６
１
―
８
３
４
０
）
ま
た

は
、
愛
知
県
産
業
廃
棄
物
協
会
（
☎
０
５
２
―
３

３
２
―
０
３
４
６
）
ま
で
。 

▲事業系ごみ収集袋 

一般廃棄物処理業者 
業者名 住　所 電話番号 

第一環境㈱ 小牧市久保一色南２-１２０ 
㈲伸和環境 小牧市久保一色南２-２５４-２ 
㈲横井金属 鈴井町観音寺８-１ 
㈲ホテイクリーン 江南市安良町地蔵７８ 

木曽川環境クリーン㈱ 
葉栗郡木曽川町大字黒田字松山東 
南ノ切５６ 

ミナミ産業㈱ 名古屋市西区市場木町１７４-２ 
大和興業㈱ 春日井市神屋町２２９８-３４７ 
㈲シンセイ 尾西市明地字東下城７８-１ 
大和エンタープライズ㈱ 江南市上奈良町久保１４４ 
東海装備㈱ 名古屋市瑞穂区大喜町５-１７ 
㈲ケーアイ 西春日井郡西春町大字沖村字権現５ 
やまもと企画㈱ 岐阜県可児市塩河１０５４-１ 
福田三商㈱ 名古屋市南区千竃通２-１４-１ 
㈱アイホク 曽野町７０９ 
㈱愛北産業 曽野町７０９ 
共栄サービス 葉栗郡木曽川町大字黒田字中野黒１９０ 
㈲コスモテクノ 名古屋市守山区西川原町８２ 

林作成 
一宮市大和町妙興寺仏供田４５ 
ブランハイツＡ 

㈱富士商行 名古屋市千種区今池３-３５-１ 
㈲クリーンエース 一宮市あずら１-３-１５ 
㈲福芳 海部郡美和町木田字西新五領３６-１ 
トーエイ㈱※家電４品目のみ 知多郡東浦町大字藤江字ヤンチャ２８-１ 
㈱中部クリーンシステム 江南市中般若町東１０ 
㈱小牧宮崎 小牧市元町４-１０ 

 

０５６８-７２-２３００ 
０５６８-４１-４１９２ 
３７-３６００ 
５６-４０２８ 

０５８６-８６-８２７１ 

０５２-５０３-２９１１ 
０５６８-８８-００１０ 
０５８６-６９-３０５６ 
５４-４６１２ 

０５２-８４１-８６２７ 
０５６８-２４-０２７９ 
０５７４-６５-８３５３ 
０５２-８２５-２１１１ 
６６-２１１２ 
６６-２１１３ 

０５８６-８６-９３３９ 
０５２-７９６-３６３３ 

０５８６-４６-５１５１ 

０５２-７４５-５５５８ 
０５８６-７５-３３３９ 
０５２-４４５-２４６１ 
０５６２-８３-３８８０ 
５５-０３０９ 

０５６８-７３-４１７１ 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
老
人
福
祉
法
で
は
９
月
１５
日
　
か
ら
２１
日
　
ま

で
を
老
人
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
長
年
に
わ

た
る
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
、
ま
た
、
生
き
が
い
を
持

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
次
の
催
し
を
行
い
ま
す
。 

岩
倉
市
敬
老
会 

　
７５
歳
以
上（
昭
和
４
年
１２
月
３１
日
以
前
生
ま
れ
）

の
人
を
お
招
き
し
て
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
な
お
、
当
日
ご
来
場
い
た
だ
い
た
人
に
は
、

袋
菓
子
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

●
と
き
　
９
月
２０
日
　
（
祝
日
）
午
前
の
部
…
午

前
１０
時
〜
正
午
、
午
後
の
部
…
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

※
こ
れ
ま
で
お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
敬
老
の
日
記

念
品
は
、
今
年
度
よ
り
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
袋
菓
子
に
つ
い
て
は
、
当
日
の
参
加

者
の
み
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

敬
老
金
贈
呈 

　
長
寿
を
お
祝
い
し
、
８０
歳
以
上
の
人
に
敬
老
金

を
贈
呈
し
ま
す
。 

★
８０
〜
８４
歳
の
人
…
５
千
円 

★
８５
〜
８９
歳
の
人
…
１
万
円 

★
９０
〜
９４
歳
の
人
…
１
万
５
千
円 

★
９５
〜
９９
歳
の
人
…
２
万
円 

★
１
０
０
歳
以
上
の
人
…
３
万
円 

※
年
齢
は
、
平
成
１６
年
１２
月
３１
日
現
在 

高
齢
者
居
宅
訪
問 

　
８６
歳
以
上（
大
正
７
年
１２
月
３１
日
以
前
生
ま
れ
）

の
人
の
お
宅
を
、
市
長
ま
た
は
代
理
者
が
訪
問
し

て
長
寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
敬
老
金
な
ど
を

お
渡
し
し
ま
す
。 

※
年
齢
は
、
平
成
１６
年
１２
月
３１
日
現
在 

在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
居
宅
訪
問 

　
市
長
が
、
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
宅
を
、
１
日

も
早
い
回
復
と
ご
家
族
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
た

め
に
訪
問
し
ま
す
。 

老
人
憩
の
家
臨
時
開
館
　 

　
９
月
２６
日
　
は
、
老
人
憩
の
家
、
南
部
老
人
憩

の
家
を
臨
時
に
開
館
し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
く
つ

ろ
い
で
い
た
だ
け
る
よ
う
演
芸
や
軽
食
な
ど
を
用

意
し
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
開
館
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時 

●
入
浴
時
間 

・
老
人
憩
の
家
…
正
午
〜
午
後
２
時 

・
南
部
老
人
憩
の
家
…
午
前
１１
時
〜
午
後
１
時 

●
演
芸
　
豊
香
会
岩
倉
支
部
の
皆
さ
ん
が
民
踊
を

行
い
ま
す
。 

・
老
人
憩
の
家
…
午
前
１０
時
〜
正
午 

・
南
部
老
人
憩
の
家
…
午
後
１
時
〜
３
時 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
１
）
、
老
人
憩
の
家
臨
時
開
館
に
つ
い

て
は
、
老
人
憩
の
家
（
☎
３
７
―
３
８
３
４
）
ま

た
は
、
南
部
老
人
憩
の
家（
☎
３
７
―
０
４
９
７
）

ま
で
。  

       

　
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、
７
月
か
ら
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
な
い
納
入
通
知
書
は
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取
り
扱
い
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
部
の

店
舗
で
は
、
納
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
の
う
え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
水
道
料
金
以
外
の
市
税
や
そ
の
他
市
へ
の
納
付

金
な
ど
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取
り

扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
も
ご

利
用
く
だ
さ
い 

　
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、
お
申
し
込
み
に
な

っ
た
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
お
支
払
い
い
た
だ

く
便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
家
庭
で
の
漏
水
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 

　
敷
地
内
の
地
下
や
床
下
で
の
水
漏
れ
は
目
に
見

え
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
は
家
中
の
蛇
口
を
全
部

閉
め
て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー

ク
（
銀
色
の
５
㍉
程
度
の
も
の
）
を
見
て
く
だ
さ

い
。
少
し
で
も
回
っ
て
い
た
ら
ど
こ
か
で
水
漏
れ

を
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
点
検
を
し
ま
し
ょ

う
。 

　
な
お
、
漏
水
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
隔
月
の

検
針
時
に
「
検
針
の
お
知
ら
せ
メ
モ
」
を
置
い
て
、

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
水
道
課
業
務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

６
）
ま
で
。  

   

（月） 

（日） 

老
人
週
間 

　
　
　 

９
月
１５
日
　
〜
２１
日 

水
道
料
金
は 

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も 

納
付
で
き
ま
す 

　岩倉市では、聴覚障害者の皆さんがお持ちの携帯電話に災害情報（建物火災

など消防署のサイレンが吹き鳴らされる災害）を一刻も早くお届けし、避難な

どに役立ててもらうサービスを行っています。 

●対象者　市内にお住まいの聴覚障害者 

●申込方法　消防署、福祉課に備え付けの利用申請書に必要事項を記入し、提

出してください。 

●問合先　消防本部（☎３７－５３３３　３７－１２２０）または、福祉課福

祉係（☎３８－５８０９　６６－４０３０）まで。 

（火） 

（水） 

（火） 

（水） 

携帯電話への災害情報サービスをご利用ください 
日） 
 

２４ 

ほ
う
こ
う 

聴覚障害者の皆さんへ 
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平
成
１６
年
４
月
か
ら
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年

齢
が
、
小
学
校
３
年
生
修
了
前
（
９
歳
到
達
後
の

最
初
の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。 

　
新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
児

童
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
児
童
課
で

認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
な
ど
は
、
平
成

１６
年
９
月
３０
日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、

特
例
的
に
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当

し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
（
た

だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）
。 

小
学
校
１
年
生
の
児
童
の
保
護
者 

　
平
成
１６
年
３
月
３１
日
ま
で
、
当
該
児
童
に
係
る

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
は

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
（
児
童
手
当
は
４

月
分
以
降
も
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
）
。 

　
こ
れ
に
、
該
当
し
な
い
保
護
者
の
皆
さ
ん
で
受

給
資
格
が
あ
る
場
合
は
、
認
定
請
求
ま
た
は
、
額

改
定
請
求
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

小
学
校
２
・
３
年
生
の
児
童
の
保
護
者 

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者

の
皆
さ
ん
は
認
定
請
求
、
現
在
す
で
に
就
学
前
児

童
に
つ
い
て
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
額
改
定
請
求
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
６
月
に
現
況
届
を
提
出
さ
れ
た
人
も
額

改
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

●
認
定
請
求
に
必
要
な
も
の 

★
印
鑑 

★
請
求
者
（
保
護
者
）
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便 

局
は
不
可
） 

★
厚
生
年
金
等
加
入
の
人
は
請
求
者（
保
護
者
） 

の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
コ
ピ
ー 

★
平
成
１５
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
１６
年
１
月
１
日 

ま
で
の
間
に
岩
倉
市
に
転
入
さ
れ
た
人
は
「
平
成 

１５
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
」 

★
平
成
１６
年
１
月
２
日
以
降
に
岩
倉
市
に
転
入
さ 

れ
た
人
は
「
平
成
１５
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明 

書
」と「
平
成
１６
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
」 

●
額
改
定
請
求
に
必
要
な
も
の 

★
印
鑑 

　
手
続
き
に
は
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
（
児
童
と

別
居
し
て
い
る
場
合
な
ど
）
添
付
書
類
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

児
童
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
公
務
員
の
人
は
、
職
場
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

０
）
ま
で
。  

  

　
長
寿
を
お
祝
い
し
、
８０
歳
以
上
の
人
に
敬
老
金

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係
（
☎
３
８

　
敷
地
内
の
地
下
や
床
下
で
の
水
漏
れ
は
目
に
見

児
童
手
当
が 

小
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た 

　

な

ど

●

●

出

●

祉

平成１６年度所得制限限度額 
（単位：万円） 

扶養親族などの数 国民年金加入者等 厚生年金加入者等 

０人 

１人 

２人 

３人 

４人 

５人 

３０１ 

３３９ 

３７７ 

４１５ 

４５３ 

４９１ 

４６０ 

 ４９８ 

５３６ 

５７４ 

６１２ 

６５０ 

指 名 競 争 入 札 結 果  
工　　事　　名　　等 工 事 場 所 等 契　約　業　者　名 契約金額（円） 期　　間 

（７月２２日～２９日） 
 

７/３０～H１７/３/２４ ６５,１００,０００ 汚水幹線管渠工事（右岸１６ー１ 
工区） 大地新町地内外 東急・大興特定建設工事 

共同企業体 

７/２７～９/１４ ２,１００,０００ 舗装修繕工事（右岸１４ー６工区外） 大地町地内 大興建設㈱岩倉支店 

８/６～１１/２６ ６,９３０,０００ 側溝改良工事 泉町外1地内 関戸工業㈱ 

８/３～１１/１２ ４,２００,０００ 側溝改良工事 宮前町外1地内 ㈲関戸建設 

聴
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下
水
道
に
接
続
す
る
と
ど
う
な
る
の
？ 

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
各
家
庭
が
下
水
道
に
接

続
す
る
と
、
日
常
生
活
で
使
っ
た
水
や
し
尿
は
、

「
汚
水
」
と
し
て
下
水
道
管
に
流
れ
、
下
水
処
理

場
に
集
め
ら
れ
て
浄
化
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
川
に

戻
さ
れ
海
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
は
じ
め
、
「
汚
水
」
が
直
接

下
水
道
管
に
流
れ
る
の
で
、
蚊
や
ハ
エ
な
ど
の
発

生
を
防
ぎ
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
が
作
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
川
や
海
な
ど
を
き
れ
い
に
す
る
水

質
保
全
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
水
環
境
を
よ
み

が
え
ら
せ
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。 

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
し
ま
し
ょ
う 

　
市
内
で
は
、
下
水
道
整
備
が
進
め
ら
れ
、
下
水

道
が
使
用
で
き
る
区
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

●
こ
の
区
域
で
は
… 

★
浄
化
槽
を
お
使
い
の
場
合
…
す
み
や
か
に
公
共

下
水
道
に
接
続
工
事
（
宅
内
の
排
水
設
備
工
事
）

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

★
く
み
取
り
便
所
を
お
使
い
の
場
合
…
３
年
以
内

に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、
公
共
下
水
道
に
接
続

工
事
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
現
在
、
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
で
は
８
割

を
超
え
る
人
が
下
水
道
へ
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
環
境
の
た
め
に
も
、
ま
だ
下
水
道
へ
接
続
さ

れ
て
い
な
い
人
は
、
接
続
工
事
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

　
な
お
、
こ
の
工
事
は
岩
倉
市
が
指
定
し
た
工
事

店
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
表
の

「
指
定
工
事
店
」
に
工
事
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

一
度
に
お
金
が
か
か
る
の
は
ち
ょ
っ
と

大
変
と
い
う
人
に 

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
行
う
場
合
は
、
資

金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
（
利
子
は
市
が
負
担
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
指
定
工
事
店
を
通

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
融
資
を
受
け
る
に
は
下
水
道
を
使
用
で 

き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
行
う
接
続

工
事
が
対
象
と
な
り
、
一
定
の
要
件
が
必
要
で
す
。 

●
融
資
あ
っ
せ
ん
額 

★
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
工
事
…
３０
万
円
以
内（
浄
化

槽
が
１
か
所
増
す
ご
と
に
、
１５
万
円
以
内
を
加
算
） 

★
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
工
事

…
６０
万
円
以
内
（
便
槽
が
１
か
所
増
す
ご
と
に
、

３０
万
円
以
内
を
加
算
） 

下
水
道
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う 

　
せ
っ
か
く
の
下
水
道
も
一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を

守
ら
ず
使
用
す
る
と
下
水
道
施
設
の
寿
命
を
縮
め

て
し
ま
い
ま
す
。 

　
下
水
道
を
使
用
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。 

①
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
溶
け
に
く
い
紙

を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

②
台
所
か
ら
残
飯
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
食
用
油
な
ど
を
流
す
と
油
脂
分

が
管
に
付
着
し
詰
ま
る
原
因
に
な
っ
た
り
、
下
水

処
理
場
に
悪
い
影
響
が
出
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。 

③
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
石
油
な
ど
揮
発
性
の

高
い
危
険
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

④
マ
ス
な
ど
に
ご
み
や
砂
な
ど
を
入
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

９
月
１０
日
は
下
水
道
の
日
で
す 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に 

下
水
道
接
続
を
！ 

指定工事店名 住　　　所 電話番号 

岩倉市下水道排水設備指定工事店一覧 平成１６年８月１日現在 ５１社 

　〃　西市町西市２６メゾンサクライ１０２号 ３７－３４４１ ㈱イチテック岩倉支店 
　〃　中本町古市場５３－３ ３７－１３４５ 伊藤水道工業㈱岩倉支店 
江南市東野町郷前西１１ ５６－２４７２ 井戸惣工業㈱ 
一宮市桜１－１７－１０ ０５８６－７２－７７１２ ㈲今井工業所 
小牧市若草町１０ ０５６８－７５－０８４８ ㈲内田水道設備工事店 
岩倉市中本町西出口１ ６６－５１０８ ㈱江口組 

岩倉市中央町３－１５ ３７－４８３４ ㈱大崎工務店岩倉支店 
海部郡蟹江町大字西之森字荒切１０８ ０５６７－９５－８６８３ ㈱岡田工業 
江南市高屋町大門９９－２ ５５－９０４１ ㈱小川工業 

大府市共西町７－３６０ ０５６２－４８－３３４４ ㈱光栄設備 
岩倉市八剱町１７２１－１ ６６－３３３３ 栗本土木㈱ 

岩倉市神野町川添１６－２ ３７－５８２３ ㈲小森管工 

岩倉市西市町西野 ２々０ ３７－２２０５ 桜井工業㈱ 
小牧市小木５－４３６ ０５６８－７３－４１９１ ㈱佐藤水工社 
師勝町大字六ツ師字松葉１１５ ０５６８－２２－５７２６ ㈲佐藤設備 
江南市古知野町熱田２０ ５４－０５００ ㈱ジェーケー・サービス 
岩倉市大地新町１－８４ ３７－６６２５ 昭和土建㈱岩倉支店 
　〃　西市町新田１９ ６６－２１９１ ㈲関戸建設 
　〃　西市町桝東１０－２ ６６－６３３６ 関戸工業㈱ 
　〃　中本町南白山１－１５ ６６－３３２１ ㈱大栄企業 
西春町大字西之保字青野２４ ０５６８－２２－８２１９ ㈲大永設備 
岩倉市新柳町１－２７ ６６－０７９２ 大興建設㈱岩倉支店 
名古屋市西区五才美町１９５－２ ０５２－５０４－６１８０ ㈲ダイワ設備 

　  〃  　守山区新守西２００３ ０５２－７９１－４６７６ ㈲富田設備 

岩倉市東町長山１８－１ ６６－２１１８ 竹内建築㈱ 
　〃　本町宮東２８－２ ３７－２７３４ ㈱タテビシ 
　〃　八剱町６６－１ ６６－７７５８ 中日土木㈱岩倉支店 
名古屋市名東区植園町１－４１（植園１０１号） ０１２０－４０－２５８８ 中部オーケー商事㈱ 

岩倉市曽野町中街道６１７－１ ６６－６４００ ㈱永井組岩倉支店 
　〃　北島町１３４８ ６６－７８４０ 永井建設工業㈱岩倉支店 
　〃　神野町縄境７ ３７－７０００ ㈱丹羽組 
　〃　大市場町郷廻２３４ ６６－０５５０ ㈱丹羽工務店 
　〃　稲荷町羽根１２－６ ６６－５２２９ ㈱長谷川組 
　〃　八剱町樋口１７－１ ３７－３９６２ ㈲八信建設 
一宮市桜２－２－１０ ０５８６－７１－４４７５ ハヤカワ工業㈱ 
　〃　緑３－６－１ ０５８６－２４－２４５１ ㈲日野設備 
　〃　下沼町２－２１－３ ０５８６－７１－３００２ 船橋設備㈱ 
岩倉市旭町２－３９－２ ３７－５７６７ ㈱間瀬設備工業 
　〃　大市場町順喜２７－１ ６６－１１６８ ㈱松本工務店 

岩倉市本町上郷前１９－３ ６６－７０１３ 御幸建設㈱岩倉支店 

江南市宮後町砂場東２７３ ５４－０２２７ ㈱ヤジマ 
岩倉市野寄町７４ ３７－３６６６ ㈲山本建設 
　〃　下本町西沼７０－２ ６６－１８６０ ㈲ユタカ設備 
名古屋市北区六が池町５６６ ０５２－９０１－４４７６ ㈱吉田冷暖房工業所 

豊田市吉原町鶴喰６８ ０５６５－５４－１７４６ ㈱エスケーシー 

一宮市泉１－２－７ ０５８６－７２－８５６１ 後藤設備 

一宮市丹陽町九日市場字中田１６１ ０５８６－８１－５６５０ サカイ技研㈱一宮工場 

名古屋市名東区一社３－９７－１ ０５２－７８２－２２６０ ㈱三学エンジニア 

一宮市大字春明字山前７０－１６ ０５８６－７６－２９３５ 明生工業 

岩倉市新柳町２－５６ ３７－０３５３ ㈲新井工業 

岩倉市石仏町たり４５ ６６－６４６２ ㈱渡邊組岩倉支店 
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●
市
政
の
窓
●
 

梅須賀 

一宮西IC

名鉄尾
西線 

東海北陸 
自動車道 

一宮IC

一宮JCT

西
尾
張
中
央
道 

国
府
宮
駅 

稲
沢
駅 

尾
張
一
宮
駅 

名
鉄
本
線 

J
R
東
海
道
本
線
 

JR東海道新幹線 

名古屋祖父江線 

N

一色下方 

日光川上流浄化センター日光川上流浄化センター 
愛知県下水道科学館愛知県下水道科学館 
日光川上流浄化センター 
愛知県下水道科学館 

名神高速道路 

新
一
宮
駅
宮
駅 

新
一
宮
駅 

悪
質
な
業
者
の
下
水
道
排
水
設
備
等
の

点
検
や
清
掃
な
ど
の
勧
誘
に
ご
注
意
を 

　
宅
地
内
の
下
水
道
排
水
設
備
等
に
つ
い
て
、
点

検
や
清
掃
を
法
律
上
の
義
務
が
あ
る
よ
う
な
説
明

な
ど
を
し
て
、
各
家
庭
を
ま
わ
り
、
宅
地
内
の
マ

ス
を
点
検
し
て
、
「
排
水
管
が
悪
く
な
っ
て
い
ま

す
」
「
清
掃
し
な
い
と
に
お
い
が
し
た
り
、
管
が

詰
ま
っ
て
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
」
な
ど
と
言

っ
て
、
清
掃
や
修
繕
工
事
を
勧
誘
す
る
業
者
が
見

受
け
ら
れ
、
作
業
後
に
業
者
か
ら
不
当
に
高
い
費

用
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。 

　
定
期
的
に
清
掃
、
点
検
す
る
こ
と
は
大
切
で
す

が
、
市
で
は
、
依
頼
の
な
い
排
水
管
な
ど
の
点
検

や
、
排
水
管
の
清
掃
や
修
繕
工
事
の
あ
っ
せ
ん
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
こ
う
し
た
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に 

★
知
ら
な
い
業
者
が
点
検
に
き
て
も
見
さ
せ
な
い
。 

★
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
な
ど
、
相
手
の 

身
元
を
確
か
め
る
。 

★
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
せ
ず
、
よ
く
検
討
す
る
。 

★
点
検
、
清
掃
時
に
別
の
商
品
を
売
る
業
者
に
注

意
す
る
。 

●
問
合
先
　
下
水
道
課
排
水
設
備
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
５
）
ま
で
。  

を
超
え
る
人
が
下
水
道
へ
接
続
さ
れ
て
い
ま
す

た 

 
　 
 
 

　下水道に対して県民の皆さんに理解と関心を深めていただき、下水道の普
及と活用を促進していくために、あいち下水道フェアが開催されます。 
　遊びながら下水道のことがわかり、子どもから大人まで、ご家族でお楽し
みいただけます。ぜひ、お出かけください。 
●と　き　９月１１日（土）午前１０時～午後３時 
●ところ　日光川上流浄化センターおよび愛知県下水道科学館（併設） 
●入場料　無料 
●内　容　川の汚れと生物調査展示、ビオトープ体験、浄化センター施設見
　　　　　学、ミニＳＬ運転、鉄道模型運転、金魚すくい、エアドーム、太
　　　　　陽黒点観測など 
●問合先　愛知県一宮建設事務所建設第三課（☎０５８６―７２―１４１１）まで。

岩

㈱
伊
井
㈲
㈲
㈱

㈱
㈱
㈱

㈱
栗

㈲

桜
㈱
㈲
㈱

㈲

㈱
㈲
大
㈲

㈲

竹
㈱

㈱
永
㈱
㈱
㈱
㈲
ハ
㈲
船
㈱
㈱

御

㈱
㈲
㈲
㈱

㈱

後

サ

㈱

㈲

㈱

下水道が使用できる区域 

下水道が使用できる区域 

凡　　例 
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保健師すこやか日誌 

太りすぎ？　やせすぎ？ 
適正体重を知ろう！ 

　
「
や
せ
た
い
」
「
わ
た
し
は
太
り
す
ぎ
」
「
も

っ
と
太
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」
な
ど
。
み
な
さ
ん

は
、
自
分
に
適
し
た
体
重
を
ご
存
知
で
す
か
。

自
分
の
身
長
に
あ
っ
た
体
重
の
こ
と
を
、
適
正

体
重
と
い
い
ま
す
。
そ
の
計
算
方
法
は
、
下
の

囲
み
の
と
お
り
で
す
。 

　
女
性
は
、
自
分
の
体
重
が
適
正
体
重
よ
り
少

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
や
せ
た
い
」
と
い
う

願
望
が
強
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
健
康
美
か
ら

考
え
れ
ば
、
適
正
体
重
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
肥
満
を
測
る
目
安
と
し
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ

（
Ｂ
о
ｄ
ｙ
　
Ｍ
ａ
ｓ
ｓ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｅ
ｘ
）
が

世
界
的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
値
が
、

２２
前
後
の
と
き
が
も
っ
と
も
病
気
に
か
か
り
に

く
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
適
正
体
重
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ

が
２２
の
状
態
で
す
。 

　
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
判
定
は
、
１８
・
５
未
満
で
あ
れ
ば

「
や
せ
て
い
る
」
。
１８
・
５
〜
２５
・
０
未
満
は

「
正
常
」
。
２５
・
０
以
上
で
あ
れ
ば
「
肥
満
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
５
０
㌢
で
５８
・

５
㌔
㌘
で
あ
れ
ば
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
お
よ
そ
２６
・
０

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
肥
満
と
判
定
さ
れ
ま
す
。 

　
電
卓
を
使
っ
て
、
下
記
の
式
か
ら
自
分
の
適

正
体
重
と
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
値
を
計
算
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
自
分
の
体
を
知
る
こ
と
が
、
健
康
へ
の

第
一
歩
で
す
！ 

適
正
体
重
を
保
つ
ポ
イ
ン
ト 

① 

週
に
１
度
、
体
重
計
に
乗
り
、
自
分
の
体
を

知
ろ
う
。  

② 

食
事
は
腹
八
分
目
を
心
が
け
、
ゆ
っ
く
り
よ

く
噛
ん
で
食
べ
よ
う
。  

③ 

今
よ
り
一
日
１
千
歩
（
約
６
〜
９
分
）
多
く

歩
こ
う
。  

　
ま
た
、
体
重
だ
け
で
な
く
、
年
に
一
回
定
期

健
診
を
受
け
、
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
る
こ

と
、
健
診
の
結
果
を
生
活
習
慣
に
活
か
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
や
食
生
活
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
平
日
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
ま
で
の
電
話
相
談
あ
る

い
は
、
毎
週
木
曜
日
（
午
前
９
時
〜
１１
時
）
に

保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
う
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
日
（
健

康
相
談
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５

１
１
）
ま
で
。 

 

練
習
を
通
じ
て
心
も
体
も
強
く 

岩
倉
南
部
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
岩
倉
南
部
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
毎

週
月
・
金
曜
日
に
南
部
中
学
校
柔
道
場
で
活

動
し
て
い
ま
す
。 

　
柔
道
を
通
じ
て
、
強
い
体
・
強
い
心
を
持

つ
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
体
の
大
き
い
子
、
小
さ
い
子
、
色
々
な

体
型
に
合
っ
た
技
を
身
に
付
け
、
試
合
で
一

つ
で
も
多
く
勝
て
る
様
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

一
生
懸
命
や
っ
た
か
ら
負
け
て
も
し
か
た
が

な
い
の
で
は
な
く
、
一
生
懸
命
や
っ
た
か
ら

こ
そ
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
日
々
厳
し
い
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
強
く
な
り
た
い
子
ど
も

た
ち
は
、
岩
倉

柔
道
の
練
習
に

も
参
加
し
て
、

頑
張
っ
て
い
ま

す
。 

　
柔
道
の
練
習

ば
か
り
で
は
な

く
、
４
月
に
は

花
見
、
８
月
に

は
恒
例
の
合
宿
が
あ
り
、
朝
早
く
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
保
護
者
も
大
変

●適正体重の計算方法　 
　適正体重（㎏）＝　身長（ｍ）× 身長（ｍ）× ２２ 
　（例）身長１５０ｃｍの人は･･･１.５×１.５×２２＝４９.５㎏ 
 
●ＢＭＩの計算方法 
　ＢＭＩ＝体重（㎏）÷ 身長（ｍ）÷ 身長（ｍ） 
　（例）身長１５０ｃｍ、体重５８.５㎏の人は･･･ 
　５８.５÷１.５÷１.５＝２６.０ 

１８.５未満 １８.５以上２５.０未満 ２５.０以上 

１８.５ ２５.０ 

ＢＭＩ判定表 

やせ 正常域 肥満 
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平成16年9月1日 14



タイの食べ物 
岩倉市国際交流員 
ピムラ　スティショティ 
PIMRA SUTHICHOTI

花
見
、
８
月
に

は
恒
例
の
合
宿
が
あ
り
、
朝
早
く
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
保
護
者
も
大
変

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
月
に
は

鏡
開
き
を
行
い
、
練
習
後
保
護
者
の
協
力
を

得
て
ぜ
ん
ざ
い
を
作
り
全
員
で
食
べ
て
今
年

の
活
躍
を
誓
い
ま
す
。
３
月
に
は
、
希
望
の

家
で
卒
団
者
の
お
別
れ
会
を
開
催
し
、
楽
し

い
ゲ
ー
ム
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
保
護
者
の
親
睦
会
も
行
い
団
を
一

つ
に
ま
と
ま
る
様
に
し
て
い
ま
す
。 

　
地
道
な
活
動
を
続
け
て
、
今
年
は
県
学
年

別
大
会
で
４
名
が
優
勝
し
、
全
国
大
会
出
場

と
う
れ
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年

も
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
、
全
員
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
柔
道
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

●
問
合
先
　
小
林
（
☎
６
６
―
６
９
２
２
）

ま
で
。  

 

　Thai Food  
Traditional Thai cooking methods were stewing and baking, or grilling. The Chinese introduced and influenced with frying, stir-frying, 
and deep-frying. It is generally known that Thai curries burn intensely, but briefly, whereas other curries, with strong spices, burn for 
longer periods. Instead of serving dishes in courses, a Thai meal is served all at once, permitting combinations of different tastes.  
A proper Thai meal should consist of a soup, a curry dish with condiments, and a dip with accompanying fish and vegetables. A spiced 
salad may replace the curry dish. The soup can also be spicy, but non-spiced items should replace the curry. There must be a harmony 
of tastes and textures within individual dishes and the entire meal.  
Thai food is eaten with a fork and spoon. Even single dish meals such as fried rice with pork, or steamed rice topped with roasted duck, 
are served bite-sized, creating no need for a knife.  The spoon is used to send food to the mouth.  
Ideally, eating Thai food is a communal affair involving two or more people, principally because the greater the number of diners the 
greater the number of dishes ordered. Generally speaking, two diners order three dishes in addition to their own individual plates of 
steamed rice, three diners four dishes, and so on. Diners choose whatever they require from shared dishes and generally add it to their 
own rice. Soups are enjoyed concurrently with rice and other dishes, not independently. Spicy dishes are "balanced" by bland dishes to 
avoid discomfort.  
The ideal Thai meal is a harmonious blend of the spicy, the subtle, the sweet and the sour, and is meant to be equally satisfying to the 
eye and nose. A typical meal might include a clear soup (perhaps bitter melons (goya) stuffed with minced pork), a steamed dish 
(mussels in curry sauce), a fried dish (fish with ginger), a hot salad (beef slices on a bed of lettuce, onions, chilies, mint and lime juice) 
and a variety of sauces into which the food is dipped. Desserts and/or fresh fruits such as mangoes, durian, jackfruit, or papaya would 
follow this. 

　伝統的なタイの料理方法は、ぐつぐつ煮たり焼いたり
していました。中国から、揚げたり、強火で素早く炒め
たり、油をたっぷり使って揚げたりすることが紹介され、
その影響をうけました。タイの食事は、スープ、調味料
を添えたカレー、魚、野菜炒めからなっています。それ
ぞれの料理、また食事全体の味や素材の調和があるのです。 
　タイ料理は、フォークとスプーンを使って食べます。
お肉と炒めご飯のような単品の料理だとか、ご飯の上に
鴨肉を載せたものであっても、ナイフは　使わず、一口
サイズに切り分けます。スプーンは、口へ食べものを運
ぶために使います。 
　タイ料理を食べる時の理想は、２人以上の人数で一緒
に分け合って食べるものを注文するとよいでしょう。そ
うすればたくさんの料理を注文することができるからです。
一般的にいうと、２人で３種類の料理と、さらにご飯を

それぞれ注文するといった感
じです。分け合って食べるために注文した料理をそれぞれのご飯のお皿にとって食べます。
食事の時、スープは、ご飯と一緒にいただきます。単独で食べるのではなく他の料理と一緒
にいただくのです。辛い料理は、辛さを発散させるために、さっぱりした料理を食べること
によってバランスよくいただけます。 
　理想的なタイ料理は、辛さ、甘さ、酸味などの絶妙なブレンドです。そして同時に、目で
見る楽しさや香りにも満足するようなものであることです。典型的な食事は、スープ（ゴー
ヤの中にミンチを詰めたものが入っているスープ）、煮物（ムラサキイガイをカレーで煮た
もの）や、揚げ物（しょうがを添えた魚）、野菜炒め（レタスの上に牛肉のスライスをおい
たもの、とうがらし、ミントとライムのたれ）、そしてバラエティーに富んだたくさんのソ
ースです。そしてデザートには、マンゴー、ドリアン、パラミツの実あるいはパパイアのよ
うな新鮮な果物がこれにつづきます。 
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暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

催し  

  

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

 

み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１
回
ミ

ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま

す
。 

　
９
月
は
、
家
族
４
人
で
ジ
ャ
ズ
バ

ン
ド
を
組
ん
で
活
動
し
て
い
る
ブ
ラ

ッ
ク
リ
バ
ー
エ
キ
ス
プ
レ
ス
の
皆
さ

ん
で
す
。 

　
今
回
は
友
人
１
人
を
ゲ
ス
ト
に
加

え
て
、
初
の
単
独
ラ
イ
ブ
に
挑
戦
で

す
。 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も

自
由
に
聴
け
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
９
月
１９
日
　
午
後
２
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ
ー
エ
キ

ス
プ
レ
ス
と
友
人
　 

▼
主
な
曲
　
サ
マ
ー
タ
イ
ム
、
い
つ

か
王
子
様
が
、
ネ
イ
マ
ズ
ラ
ブ
ソ
ン

グ
　
ほ
か 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
連
鶴
折
り
紙
の
作
品
展
示 

  

　
公
民
館
折
り
紙
講
座
受
講
者
に
よ

る
「
連
鶴
折
り
」
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。 

　
い
ろ
い
ろ
な
形
の
折
鶴
を
、
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
９
月
２
日
　
〜
９
日
　
午

前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
た
だ
し
、

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
） 

※
な
お
、
月
曜
日
は
お
休
み
で
す
。

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示
コ
ー

ナ
ー 

▼
問
合
先
　
図
書
館
（
☎
３
７
―
６

８
０
４
） 

  

●
岩
倉
母
親
大
会 

  

　
岩
倉
母
親
大
会
実
行
委
員
会
で
は
、

イ
ラ
ク
人
の
血
友
病
に
苦
し
む
男
児

と
２
人
の
医
師
を
招
き
、
名
古
屋
大

学
病
院
で
治
療
と
医
療
研
修
を
行
っ

て
い
る
セ
イ
ブ
イ
ラ
ク
チ
ル
ド
レ
ン

名
古
屋
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
聞

き
ま
す
。 

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
、
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
９
月
１９
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
視
聴
覚
室 

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　
オ
カ
リ
ナ
い
ぶ

き
の
会
演
奏 

▼
記
念
講
演
　
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
た

ち
を
救
い
た
い
〜
武
器
な
き
支
援
を

〜 ★
講
師
…
山
縣
忍
さ
ん
（
セ
イ
ブ
イ

ラ
ク
チ
ル
ド
レ
ン
名
古
屋
副
代
表
） 

▼
参
加
費
　
５
０
０
円
（
高
校
生
以

上
） 

※
保
育
所
を
用
意
し
ま
す
（
１
人
当

た
り
１
０
０
円
）
。 

▼
主
催
　
岩
倉
母
親
大
会
実
行
委
員

会 ▼
後
援
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会 

▼
問
合
先
　
桑
山
（
☎
３
７
―
４
８

０
６
） 

  

●
親
子
で
楽
し
む
マ
ジ
ク
＆

　
コ
ン
サ
ー
ト 

  

　
保
育
園
父
母
の
会
連
絡
会
が
主
催

で
毎
年
行
う
「
楽
し
い
親
子
の
集
い
」

と
「
子
育
て
を
考
え
る
集
い
」
を
今

年
も
合
同
で
行
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
９
月
２３
日
　
（
祝
日
）
午

前
１０
時
４５
分
〜
正
午
（
開
場
午
前
１０

時
３０
分
） 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
内
容
　
「
く
ま
さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
」
＆
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
の
ポ
ケ

ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」 

▼
参
加
費
　 

★
幼
児
・
小
学
生
…
２
５
０
円 

★
中
学
生
以
上
…
５
０
０
円 

※
当
日
、
会
場
受
付
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。 

▼
後
援
　
岩
倉
市
教
育
委
員
会
　
　

▼
問
合
先
　
保
育
園
連
絡
会
実
行
委

員
川
田
（
☎
６
６
―
４
５
４
０
） 

          

●
児
童
扶
養
手
当
等
の
現

●
況
届
・
所
得
状
況
届 

  

　
平
成
１６
年
度
児
童
扶
養
手
当
現
況

届
、
愛
知
県
遺
児
手
当
所
得
状
況
届

の
手
続
き
は
、
す
で
に
お
済
み
で
す

か
？ 

　
こ
れ
ら
の
手
当
の
受
給
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
８
月
３１
日
　
ま
で
に
児
童

課
で
所
定
の
届
け
出
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
、
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
ま
だ
届
け
出
を
し
て
い
な
い
人

は
、
早
急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

　
こ
の
現
況
届
、
所
得
状
況
届
を
提

出
し
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の
手
当

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
） 

 

★
謄
抄
本
…
戸
籍
の
記
載
の
全
部
を

 

さ
が
、
住
宅
地
等
の
地
盤
面
か
ら
５０

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場 

（火） 

（木） 

（木） 

（木） 

（日） 

（日） 

手続き 

や
ま  

が
た 

し
の
ぶ 
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グ
　
ほ
か 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

分
〜 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
視
聴
覚
室 

シ
ョ
ー
」
＆
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
の
ポ
ケ

ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」 

▼
参
加
費
　 

だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
０
） 

  

　
９
月
１
日
か
ら 

●
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
謄
抄

　
本
が
変
わ
り
ま
す 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
事
務
の
効
率
化
を
目
的
と
し

て
、
平
成
１６
年
２
月
２
日
か
ら
戸
籍

事
務
の
電
算
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
９
月
１
日

か
ら
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
を
電
算
化

し
ま
す
。
　
　 

　
こ
れ
に
よ
り
す
べ
て
の
戸
籍
が
電

算
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
窓
口
で

の
証
明
書
の
発
行
を
住
民
票
の
よ
う

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
行
う
た
め
、
発

行
ま
で
の
待
ち
時
間
は
大
幅
に
短
縮

さ
れ
ま
す
。 

証
明
書
が
変
わ
り
ま
す 

★
用
紙
…
白
地
↓
青
色
の
改
ざ
ん
防

止
用
紙 

★
様
式
…
Ｂ
４
・
Ｂ
５
版
↓
Ａ
４
版 

★
公
印
…
朱
色
↓
黒
色
電
子
公
印 

※
な
お
、
手
数
料
は
従
来
ど
お
り
１

通
７
５
０
円
で
す
。 

▼
戸
籍
の
用
語
に
つ
い
て 

★
除
籍
…
ひ
と
つ
の
戸
籍
内
の
全
員

が
転
籍
や
死
亡
な
ど
で
除
か
れ
た
戸

籍
。 

★
改
製
原
戸
籍
…
戸
籍
の
様
式
や
編

製
基
準
が
法
令
な
ど
の
改
正
に
よ
り

変
更
さ
れ
た
た
め
、
書
き
換
え
ら
れ

た
従
前
の
戸
籍
。
電
算
化
に
よ
っ
て

書
き
換
え
ら
れ
た
今
ま
で
の
戸
籍
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。 

★
謄
抄
本
…
戸
籍
の
記
載
の
全
部
を

原
本
と
同
一
の
様
式
で
転
写
し
た
も

の
が
謄
本
。
一
部
を
抜
粋
し
て
転
写

し
た
も
の
を
抄
本
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
私
道
整
備
工
事
費
補
助
金 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
私
道
の
整
備
を
す

る
人
に
、
工
事
費
用
の
６
割
を
補
助

し
て
い
ま
す
。 

　
私
道
の
舗
装
、
側
溝
工
事
を
検
討

し
て
い
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
側
溝
工
事
の
み
の
場
合

は
、
補
助
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。 

▼
対
象
と
な
る
私
道 

①
道
路
幅
は
、
１
・
５
㍍
以
上
。 

※
た
だ
し
、
道
路
の
１
端
が
行
き
止

ま
り
の
も
の
（
延
長
が
１５
㍍
以
上
私

道
に
接
し
た
土
地
利
用
で
家
屋
が
３

戸
以
上
の
も
の
に
限
る
）
に
あ
っ
て

は
、
道
路
幅
が
２
㍍
以
上
で
あ
る
こ

と
。 

②
私
道
に
面
し
て
家
屋
が
４０
㌫
以
上

連
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

③
日
常
生
活
に
利
用
し
て
、
８
年
以

上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。 

▼
補
助
率
　
整
備
工
事
費
の
６０
㌫ 

▼
申
請
　
私
道
整
備
工
事
費
補
助
金

交
付
申
請
書
を
、
土
木
課
で
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
土
木
課
維
持
管
理
係（
☎

３
８
―
５
８
１
３
） 

  

●
生
産
緑
地
地
区
変
更
案
の

　
縦
覧 

  

　
尾
張
北
部
都
市
計
画
生
産
緑
地
地

区
の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。
こ
の

変
更
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
人
は
、

９
月
１７
日
　
ま
で
に
市
長
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

▼
と
き
　
９
月
３
日
　
〜
１７
日
　
　

(

土
・
日
曜
日
を
除
く)

午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時 

▼
と
こ
ろ
　
都
市
計
画
課 

▼
意
見
書
を
提
出
で
き
る
人
　
市
内

に
お
住
ま
い
の
人
お
よ
び
、
利
害
関

係
人 

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係（
☎

３
８
―
５
８
１
４
） 

  

●
生
け
垣
づ
く
り
補
助
金 

  

　
家
庭
や
事
業
所
の
生
け
垣
づ
く
り

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

▼
補
助
対
象
と
な
る
生
け
垣
　
住

宅
・
店
舗
・
事
業
所
な
ど
の
所
有
者

ま
た
は
、
借
地
権
者
が
設
け
る
も
の

で
、
公
道
に
面
し
た
延
長
２
㍍
以
上

の
生
け
垣
で
、
地
面
か
ら
９０
㌢
以
上

の
高
さ
が
あ
る
樹
木
を
延
長
１
㍍
に

つ
き
２
本
以
上
植
え
、
柵
や
支
柱
な

ど
で
固
定
す
る
も
の
が
対
象
で
す
。 

　
石
や
レ
ン
ガ
な
ど
の
基
礎
の
上
に

設
置
す
る
と
き
は
、
こ
の
基
礎
の
高

さ
が
、
住
宅
地
等
の
地
盤
面
か
ら
５０

㌢
以
下
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。 

▼
補
助
率
と
限
度
額 

★
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
取
り
壊
し
て

造
る
と
き
…
塀
の
取
り
壊
し
と
、
生

け
垣
設
置
に
か
か
る
経
費
の
合
計
の

２
分
の
１
以
内
で
、
１
㍍
当
た
り
７

千
円
、
１
件
当
た
り
１０
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。 

★
新
た
に
設
置
す
る
と
き
…
設
置
経

費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１
㍍
当
た

り
５
千
円
、
１
件
当
た
り
６
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。 

　
な
お
、
工
事
着
手
前
に
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
・
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計

画
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
４
） 

         

●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー 

　
ケ
ッ
ト
出
店
者 

  

　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所
駐
車
場
で

開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
１０
月
１７
日
　
午
前
９
時
〜

正
午 

※
雨
天
の
場
合
は
１０
月
２４
日
　
に
延

期
に
な
り
ま
す
。 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場 

▼
募
集
店
舗
数
　
４５
店
舗（
先
着
順
） 

▼
店
舗
の
大
き
さ
　
１
店
舗
あ
た
り

間
口
３
㍍
×
奥
行
２
㍍
の
予
定 

▼
募
集
期
間
　
９
月
１５
日
　
〜 

▼
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
で
、
高
校
生
以
上
の
個
人 

▼
出
店
費
用
　
無
料 

【
出
店
に
お
け
る
注
意
事
項
】 

　
飲
食
物
、
業
者
か
ら
仕
入
れ
た
品

物
、
営
利
を
目
的
と
し
た
物
を
販
売

す
る
こ
と
は
禁
止
し
ま
す
。 

※
申
込
時
に
内
容
を
確
認
の
う
え
、

販
売
を
ご
遠
慮
願
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

▼
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓
口
に

用
意
し
て
あ
る
出
店
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
１
人
に
つ
き
１
店
舗

で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
電
話
で

の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商

工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

（水） 

（金） 

（金） 

（金） 

（日） 

（日） 

募集  
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小･中学生、高校生の皆さん 

スポーツ少年団に参加しませんか 

▼
 

問合先　岩倉市スポーツ少年団事務局（岩倉市総合体育文化センター内 ☎66-2222） 

名　　称 会　　場 と　　き 会　　費 対　　象 募集 募集期間 申　込　先 

岩倉空手道 総合体育文化センター 水・金曜日 午後7時～8時30分 
入会金　　　 2,000円 
　月　　　　 1,000円 小・中学生 若干 随時 会場で受け付け 

五条川空手 

東新町空手道 

岩倉女子バレーボール 

岩倉卓球 

岩倉武道館(剣道） 

岩倉南武館(剣道） 

岩倉東武館(剣道） 

岩倉桜武館(剣道） 

岩倉ソフトボール 

岩倉北野球 

岩倉南野球 

岩倉東野球 

五条川軟式野球 

岩倉ＦＣ（サッカー） 

岩倉北部(サッカー)

岩倉曽野(サッカー)

岩倉柔道 

岩倉南部柔道 

岩倉バドミントン 

岩倉ミニバスケットボール 

五条川小学校体育館 月・木曜日 
午後7時～9時 

小・中学生・ 
高校生 

多数 〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

会場で受け付け 
村松☎６６-４７４５ 

会場で受け付け 
今井☎６６-４８４４ 

岩倉団地集会所 
東小学校体育館 

月・木・金曜日 
小学生 午後7時～8時15分 
中高生 午後7時30分～9時 

　月　　　　 3,500円 小・中学生・ 
高校生 

〃 

〃 

小・中学生・ 
高校生 

小・中学生 

〃 

〃 

〃 

市立体育館 日曜日 
午前8時30分～正午 　年　　　　  2,000円 小学生 

東小学校体育館 日曜日 午前9時～10時30分 　年　　　　 2,500円 小・中学生 
会場で受け付け 
今井☎６６-４８１５ 

総合体育文化センター 火・木曜日 午後6時45分～9時15分 　年　　　  18,000円 会場で受け付け 

南小学校体育館 

東小学校体育館 

五条川小学校体育館 

〃 〃 

　月　　　　 1,500円 

　年　　　  18,000円 

〃 

火・木曜日 
午後7時～9時 

〃 

中央公園 
五条川小学校グラウンド 

土曜日　午後1時～5時 
日曜日　午前8時30分～正午 　年　　　  13,200円 小学生 会場で受け付け 

岩本☎３７-６０７３ 

北小学校グラウンド 土・日曜日 
午前8時～正午 

入会金　　　　  1,000円 
　　5年・6年　10,000円 
　　4年生以下   8,000円 

小学生 
(男・女)

小学生 
(男・女)

会場で受け付け 
宮川☎６６-８５９０ 

南小学校グラウンド 日曜日・祝日 
午前8時～正午 

入会金　　　　　1,000円 
年　6年生 12,000円、5年生 
　　10,000円、4年生　8,500円 

小学生 
(南小・曽野小)

会場で受け付け 
高柳☎３７-３００４ 

会場で受け付け 
嶋田☎３７-７６３５ 岩倉団地グラウンド 日曜日 

午前8時～10時 

土曜日 
午後1時～5時 

日曜日 
午前8時～10時30分 

入会金　　　 1,000円 
　年　　　    9,000円 小学生 

五条川小学校グラウンド 年　4年生以上　14,000円 
　　3年生以下　10,000円 

会場で受け付け 
米田☎６６-６９３９ 

東小学校グラウンド 　年　　　  12,000円 
会場で受け付け 
宮川☎６６-２９６４ 

石仏スポーツ広場 
会場で受け付け 
松原☎３７-４４４０ 

曽野小学校グラウンド 
日曜日　午前8時30分～11時30分 
第1・3土曜日　午後1時30分～4時 
（4・5・6年） 

小学生以上 
(男・女)

〃 

〃 

〃 

会場で受け付け 
長尾☎３７-１５３３ 

総合体育文化センター 火・木・土曜日 午後7時30分～9時30分 
入会金　　　  1,000円 
　年　　　  10,000円 

小・中学生・ 
高校生 

会場で受け付け 
鉄屋☎３７-３４５２ 

岩倉南部中学校講道館 月・金曜日 午後7時30分～9時30分 
会場で受け付け 
小林☎６６-６９２２ 

五条川小学校体育館 日曜日 
午後1時30分～3時30分 

日曜日 
午前8時～10時 

　年　　　　  3,500円 小学2年生 ～高校生 25人 
会場で受け付け 
中山☎３８-０２５２ 

総合体育文化センター 土曜日 午後5時30分～7時30分 　月　　　　  1,500円 小学生 多数 会場で受け付け 

　スポーツ少年団は､スポーツ好きな子どもや､スポーツをやってみたいと思っている子どもを中心とした地域でのコミュニ 
ケーションの場です。 
　岩倉市では、次のスポーツ少年団が活動しています。入団を希望する人は各団へ直接お申し込みください。 

（ 

（ 

（ 

年 

 

▼
集
荷
日
時
・
会
場
　
表
を
ご
覧
の

、

 

付
け
て
い
ま
す
（
電
話
可
）
。 

、
０

▼
定
員
　
３０
人 

座  
室  
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小･

ス

▼
 

問

岩倉空

五条川

東新町

岩倉女

岩倉卓

岩倉武

岩倉南

岩倉東

岩倉桜

岩倉ソ

岩倉北

岩倉南

岩倉東

五条川

岩倉Ｆ

岩倉北

岩倉曽

岩倉柔

岩倉南

岩倉バ

岩倉ミ

　スポ
ケーシ
　岩倉

 

と　き 集荷場所 

９月　５日（日） 

午前１０時 

１１時３０分 

９月１１日（土） 

９月２５日（土） 

１０月９日（土） 

～
 

・第六児童館前　・八剱憩いの広場東口 
・東町休憩所　・白山公園北入口　・東新町公会堂前 

・第四児童館前　・下寺保育園前　・第七児童館前　 
・お祭り広場前　・東部保育園前 

・第二児童館横　・大聖寺駐車場（川井町） 
・総合体育文化センター（第1駐車場内東側） 
・くすのきの家前　・ふれあいセンター前 

・中央公園東口　・岩倉郵便局前　・南部老人憩の家 
・公民館入口　・市役所北側玄関 

  
●
岩
倉
市
配
達
員 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
岩
倉
市
配
達
員
を

募
集
し
ま
す
。 

▼
募
集
内
容
　
市
広
報
等
の
配
布 

▼
応
募
資
格
　
２０
歳
以
上
６０
歳
以
下

の
人
。
男
女
の
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
任
期
　
６
か
月
（
再
任
も
可
能
）

▼
手
当
　
１
世
帯
当
た
り
１２
円 

▼
募
集
人
数
　
若
干
名 

▼
応
募
期
限
　
９
月
１０
日
　 

▼
申
込
・
問
合
先
　
企
画
課
広
報
広

聴
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
２
） 

  

●
「
み
の
り
の
会
バ
ザ
ー
」

　
へ
の
不
用
品
の
寄
付
に

　
ご
協
力
を 

  

　
日
ご
ろ
は
、
社
会
福
祉
法
人
い
わ

く
ら
福
祉
会
「
み
の
り
の
里
」
（
知

的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
）
に
対
し

て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に 

よ
り
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
み
の
り

の
会
バ
ザ
ー
」
を
１１
月
２８
日
　
に
「
み

の
り
の
里
」
で
開
催
し
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
家
庭
で
眠
っ

て
い
る
不
用
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

バ
ザ
ー
用
品
と
し
て
寄
付
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
集
荷
日
時
・
会
場
　
表
を
ご
覧
の

う
え
、
お
近
く
の
会
場
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。 

                         

▼
寄
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の 

食
器
、
鍋
、
日
用
雑
貨
、
台
所
用
品
、

衣
類
（
新
品
） 

※
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
、
大
型
家
具
、
本
、
古
着
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
社
会
福
祉
法
人
い
わ
く

ら
福
祉
会
み
の
り
の
里
（
☎
６
６
―

５
０
０
１
） 

         

●
普
通
・
上
級
救
命
講
習
会 

  

　
消
防
署
で
は
、
通
報
を
受
け
て
か

ら
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

身
近
に
い
る
人
が
適
切
な
応
急
手
当

が
で
き
る
よ
う
に
心
肺
蘇
生
法
や
止

血
法
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
普
通
救
命
講
習
は
、
お
も
に
成
人

の
応
急
手
当
の
講
習
を
行
い
ま
す
。 

　
上
級
救
命
講
習
は
、成
人
・
小
児
・

乳
児
・
新
生
児
の
応
急
手
当
の
講
習

を
行
い
ま
す
。
受
講
さ
れ
た
人
に
は
、

修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

　
な
お
、
す
で
に
受
講
さ
れ
た
人
は
、

２
年
ご
と
に
再
受
講
を
受
け
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　 

▼
と
き
　 

★
普
通
救
命
講
習
…
毎
月
９
日
午
後

１
時
３０
分
か
ら
３
時
間
の
予
定
で
行

い
ま
す
。 

★
上
級
救
命
講
習
…
９
月
９
日
　
、

平
成
１７
年
３
月
９
日
　
午
前
９
時
か

ら
８
時
間
の
予
定
で
行
い
ま
す
（
年

２
回
実
施
）
。 

▼
と
こ
ろ
　
消
防
庁
舎
２
階
大
会
議

室 ▼
申
込
方
法
　
随
時
消
防
署
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
電
話
可
）
。 

　
な
お
、
１０
人
以
上
の
受
講
者
が
あ

る
と
き
は
、
日
時
や
会
場
を
調
整
し

て
出
向
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

※
指
導
員
は
、
救
急
救
命
士
・
救
急

隊
員
が
担
当
し
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
消
防
署
（
☎
３

７
―
５
３
３
３
） 

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
入
門
講
座 

●
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
い
・ 

　
ろ
・
は
」  

  

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
け

ど
、
ど
こ
へ
行
け
ば
い
い
の
？
　
ど

ん
な
こ
と
を
す
る
の
？
　
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
い
て
他
の
人
の
考
え
を
聞

い
て
み
た
い
け
ど
、
そ
ん
な
機
会
な

い
か
な
…
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持

っ
て
い
る
人
は
多
い
よ
う
で
す
。 

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
知
り
た

い
人
や
こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
て
み
た
い
人
な
ど
を
対
象
に
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、
市
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
と
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
」
の
２
部

構
成
で
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
９
月
１１
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室 

▼
受
講
料
　
無
料 

▼
定
員
　
３０
人 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５
） 

         

●
結
核
予
防
週
間
　 

　
　
　
　
　
９
月
２４
日
〜
３０
日 

　 

 

　
結
核
は
、
近
年
で
も
１
年
間
に
約

４
万
人
の
新
規
患
者
が
発
生
し
て
い

る
感
染
症
で
す
。
江
南
保
健
所
で
も
、

毎
年
９０
人
近
く
の
人
が
結
核
と
診
断

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
、
結

核
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
す
る
こ
と
で
結
核

か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
結
核
！ 

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

①
か
ぜ
に
似
た
症
状
に
注
意
。
特
に

２
週
間
以
上
咳
が
続
く
時
は
受
診
し

ま
し
ょ
う
。 

②
年
１
回
は
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
）
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

③
睡
眠
を
十
分
と
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

④
結
核
情
報
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
（
☎
５
６

―
２
１
５
７
） 

（水） 

（木） 

（金） （日） 

（土） 

講座  
教室  

健康  
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9月9日は救急の日 

健康をまもるあなたの健診日　　　　　はバス送迎の対象地域です。 

実施日 対象地域 実施日 対象地域 

９月１日（水） ９月２９日（水） 

９月２日（木） ９月３０日（木） 

９月３日（金） １０月１日（金） 

１０月４日（月） 

１０月５日（火） 

９月６日（月） 

１０月６日（水） 

９月７日（火） 

１０月７日（木） 

９月８日（水） 

１０月８日（金） 

９月９日（木） 

１０月１２日（火） ９月１３日（月） 

９月１０日（金） 

１０月１３日（水） ９月１４日（火） 

西市町、昭和町 

大地町 

本町 

中本町 

西市町、宮前町 

下本町 

東町 

中本町 

稲荷町 

東新町 ※今回は送迎がありません。 

石仏町 、中野町 

栄町、中央町 

曽野町 

下本町 

大山寺町、大山寺本町、大山寺元町 
五条町  

東新町 

八剱町、神野町 

本町 

曽野町 

大市場町、旭町 

  

　
健
康
管
理
の
た
め
に
ぜ
ひ
受
診
を
！ 

●
基
本
健
康
診
査
・
住
民
検

　
診
・
歯
科
健
康
診
査
・
前

　
立
腺
が
ん
検
診 

  

　
健
康
な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は

日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
と
毎
年
の

定
期
健
診
が
大
切
で
す
。 

 

　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
を
守
る
た
め
、
表
の
と
お
り
基

本
健
康
診
査
と
住
民
検
診
・
歯
科
健

康
診
査
を
健
康
づ
く
り
の
拠
点
で
あ

る
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

お
お
む
ね
１
・
５
㌔
以
上
の
地
区
に

お
住
ま
い
で
、
原
則
と
し
て
６０
歳
以

上
の
人
は
、
市
の
バ
ス
で
送
迎
し
ま

す
。
バ
ス
で
送
迎
す
る
地
域
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。 

基
本
健
康
診
査 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
対
象
　
昭
和
４０
年
３
月
３１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
。 

　
た
だ
し
、
勤
務
先
な
ど
で
健
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
、
ま
た
、

現
在
医
療
機
関
で
治
療
中
の
人
は
除

き
ま
す
。 

▼
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影

（
住
民
検
診
）
、
尿
検
査
、
身
体
計

測
、
問
診
、
血
圧
測
定
、
心
電
図
検

査
、
血
液
検
査
（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
貧
血
、
肝
機
能
、
血
糖
、
腎
機

能
、
尿
酸
）
、
医
師
の
診
察
、
眼
底

検
査
（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
人
の

み
）
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
（
今
年
度
に
４０
歳
・
４５
歳
・
５０

歳
・
５５
歳
・
６０
歳
・
６５
歳
・
７０
歳
に

な
る
人
等
） 

▼
費
用
　
無
料 

▼
受
付
時
間
　
午
後
０
時
１５
分
〜
１

時
３０
分 

▼
注
意
事
項
　
基
本
健
康
診
査
受
診

券
（
は
が
き
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
人
で
受

診
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
当
日
受
付 

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
当
日
は
血
糖
検
査
を
行
い 

ま
す
の
で
、
糖
分
は
避
け
、
飲
食
は

午
前
９
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

（
お
茶
は
飲
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。 

▼
検
査
結
果
　
約
１
か
月
後
に
、
個

人
通
知
し
ま
す
。 

※
３５
歳
か
ら
３９
歳
ま
で
の
人
で
基
本

健
康
診
査
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
有

料
（
４
千
１
０
０
円
）
で
受
診
で
き

ま
す
。 

住
民
検
診 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
対
象
　
平
成
元
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
学
校
や

勤
務
先
な
ど
で
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
は
除
き
ま
す
。 

▼
検
査
項
目
　
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
、

尿
検
査
、
身
体
計
測
、
問
診
、
血
圧

測
定 

▼
費
用
　
無
料 

▼
受
付
時
間
　
午
後
０
時
１５
分
〜
１

時
３０
分 

歯
科
健
康
診
査 

※
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
対
象
　
昭
和
５０
年
３
月
３１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
、
お
よ
び
妊
婦
。
　 

▼
定
員
　
４
３
０
人 

▼
診
査
内
容
　
歯
牙
、
歯
周
診
査
、

相
談
、
指
導 

▼
費
用
　
無
料 

▼
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
ま
す
（
電
話
可
。
午
前
８
時

３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
た
だ
し

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
）
。

　
な
お
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
。 

前
立
腺
が
ん
検
診 

▼
対
象
　
検
査
年
度
に
５０
歳
以
上
の

男
性
　
　
　
　
　 

▼
検
査
内
容
　
血
液
採
取
（
Ｐ
Ｓ
Ａ

値
測
定
）
　
　
　
　 

▼
費
用
　
２
０
０
円
（
検
診
当
日
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
） 

※
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
車
で
の

お
越
し
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
） 

 

  

登
録
物
品(

８
月
２
日
現
在) 

そ
れ
ぞ
れ
が
今
一
度
考
え
、
実
践
し

車 

☎０５８６―７２―１１３３ 

いざというときは 
救急医療情報センターへ 

　夜間や休日に、急病人やけが人
がでた場合、あわてなくてもいい
ように救急医療情報センターの電
話番号を覚えておきましょう。情
報センターは、２４時間体制で最
寄りの診療可能な医療機関を紹介
してくれます。 
　利用方法 
①情報センターを正確にダイヤルしてください。 
②情報センターが出たら、「患者の住所・氏名・年齢・
性別・傷病のようす」を簡潔に伝えてください。 
③患者の傷病に適した最寄りの医療機関を紹介します。 
④医療機関の紹介を受けたら、健康保険証・受給者証な
どを必ず持参し、すぐに診療を受けてください。 
※医療機関は患者を診療する体制で待機しています。受
診を取りやめる場合は、必ず医療機関に断りの電話をし
てください。 

▼
 

談 
他 
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9月

健康

実施

９月１

９月２

９月３

９月６

９月７

９月８

９月９

９月１３

９月１０

９月１４

料
（
４
千
１
０
０
円
）
で
受
診
で
き

ま
す
。 

          

●
献
血
に
ご
協
力
を 

  

　
献
血
は
、
１６
歳
か
ら
６９
歳
（
た
だ

し
、
６５
歳
か
ら
６９
歳
ま
で
の
人
は
、

６０
歳
か
ら
６４
歳
の
間
に
献
血
し
た
こ

と
の
あ
る
人
の
み
）
の
人
に
で
き
る

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。 

　
１
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
１２
日
　
東

町
会
館 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
３
時 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進
協
議

会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
３
７
―

３
１
３
５
） 

  

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

　 
 

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事
者
間

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

登
録
物
品(

８
月
２
日
現
在) 

▼
あ
げ
ま
す
　
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
ル

ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
、

子
ど
も
用
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト 

▼
求
め
ま
す
　
剣
道
防
具
一
式
（
小

学
生
低
学
年
）
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
新

生
児
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
フ
ォ

ー
マ
ル
ウ
ェ
ア
（
女
児
、
１
０
０
〜

１
１
０
㌢
㍍
）
、
水
着
（
女
児
、
１

０
０
〜
１
１
０
㌢
㍍
） 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル 

●
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動 

  

　
行
楽
の
秋
を
迎
え
、
こ
の
時
期
は
、

歩
行
者
や
車
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、

交
通
量
も
増
加
し
、
飲
酒
運
転
や
悪

質
・
危
険
な
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
没
時

間
も
早
く
な
り
、
高
齢
者
が
道
路
横

断
中
に
交
通
事
故
に
あ
う
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

に
安
全
運
転
の
励
行
と
高
齢
者
へ
の

思
い
や
り
運
転
に
実
行
を
呼
び
掛
け

る
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
、
職
場

で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
安
全
意

識
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。 

　
こ
の
機
会
に
交
通
安
全
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
が
今
一
度
考
え
、
実
践
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
　 

▼
期
間
　
９
月
２１
日
　
〜
３０
日
　 

★
重
点 

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う 

・
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ッ
プ
運
動
（
交
差 

点
で
黄
信
号
も
止
ま
る
運
動
）
を
徹

底
し
よ
う 

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
を 

な
く
そ
う 

〜
ラ
イ
ド
＆
ラ
イ
ト
運
動
（
夕
暮
れ 

時
の
前
照
灯
早
め
点
灯
運
動
）
〜 

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
着
用
を
徹
底
し
よ
う 

  

●
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル

　
を
守
り
ま
し
ょ
う 

  

　
屋
外
広
告
物
を
適
正
に
表
示
し
、

う
る
お
い
の
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
毎
年
９
月
１０

日
は｢
屋
外
広
告
の
日｣

と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
ポ
ス
タ
ー
、
は
り
紙
、
は
り
札
、

立
看
板
、
広
告
板
、
広
告
塔
な
ど
の

屋
外
広
告
物
を
無
秩
序
、
無
制
限
に

出
す
と
、
ま
ち
の
美
観
や
自
然
環
境

を
損
ね
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
屋
外
広
告
物
を
出
す
と
き
は
、
事

前
に
都
市
計
画
課
で
相
談
し
、
条
例

を
守
っ
て
、
周
辺
の
景
観
と
の
調
和

を
図
り
ま
し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
都
市
計
画
課
計
画
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
４
） 

（火） 

（木） 

（日） 

愛・地球博　ここが見どころ　～民間パビリオン～ 
ワンダーサーカス電力館（出展者：電気事業連合会） 
　電力館の外壁には子どもたちが描いた、人と自然への優しさを表現し
た「絵」が飾られます。未来を担うたくさんの子どもたちとの交流とそ
の想像力を電力館建物全体で世界に向けて発信します。内部は、「科学
技術」「自然との共生」「人の心」をベースに、「地球と人と夢、この
素晴らしい世界」を表現した８つのシーンを、夢を乗せた電車型ライド
で巡ります。 
ＪＲ東海超電導リニア館（出展者：東海旅客鉄道株式会社） 
　屋外には、山梨リニア実験線で有人走行で鉄道の世界最高速度、時速
５８１ｋｍを達成した実物車両が展示されます。 
　映像シアターでは、幅約１８ｍ、高さ約１０ｍの迫力ある立体的な大
画面映像と音響で、山梨リニア実験線でのさまざまな走行試験のドキュ
メント映像により超電導リニアの世界を体感できます。 
ワンダーホイール展･覧･車（出展者：社団法人日本自動車工業会） 
　「展･覧･車」とは、「展示」「博覧」「観覧車」「クルマ（車）」を
組み合わせた造語です。５０ｍ級の大観覧車に乗って、人とクルマと地
球の関わりを過去・現在・未来にわたって体験することができます。観
覧車を包み込んだ巨大な演出空間の中をキャビンに乗って、驚き・楽しさ・
夢あふれる不思議で感動的な世界を体感した後、地上５０ｍの空中で屋
外へ。博覧会会場を空から展望する爽快な時を楽しむことができます。 

　問合先　愛知県国際博推進局総務課企画・広報グループ（☎０５２―９６２―４０２７） 
　ホームページアドレス　http://www.pref.aichi.jp/expo/

▼ 

▼
 

ワンダーサーカス電力館 

▼ 

JR東海超伝導リニア館 

▼ 

ワンダーホイール展・覧・車 

救

　夜
がで
よう
話番
報セ
寄り
して
　利
①情
②情
性別
③患
④医
どを
※医
診を
てく

▼
 

相 談 
その他 

平成16年9月1日 21



ヤミ金の被害発生 

悪質な手口にご注意ください！！ 
　最近は、「ヤミ金融」の手口も多種多様になり、いまだにその被
害が多発しています。 
　「ヤミ金融」とは、都道府県知事の登録を受けていない無登録の
貸金業者や、登録を受けていても法外な高金利で貸付を行う貸金業
者のことです。 
　このヤミ金融の中でも、特に悪質な被害が市内で発生しました。
その内容は次のとおりです。 

ある日、突然知らない人物から電話がかかってきて、強引に口座番号を聞き出された。
仕方なく番号を教えたところ、数日もたたないうちに自分の講座に勝手にお金が振り込
まれた。そのお金の返済金として一度は相手が要求する金額を支払ったが、後日、別の
人物からまたお金が振り込まれた。きりがないので支払いを途中で止めた途端、自宅や
近所にいやがらせをされるようになった。 

あたかも低利で融資するかのように思わせて「あなたは現在信用がないから
他の店を紹介する」と言って、他の店で借りるように指示し、実質的には仲
介もせずにそこで借りた一部を紹介料として受け取る。 

多重債務者に対して、「低利で一体化します」などと言って整理手付金名目
で現金を預かり、整理しないでだまし取る。 

クレジットカードで商品を次々と買わせ、それらを安価で買い取る。申込者
には、業者からの借金の他クレジット会社の債務が残る。 

★紹介屋… 
 
 

★整理屋… 
 

★買取屋… 
 

▼
 

ヤミ金融の手口には次のようなものもあります 

これらの被害にあわないためには… 
①他人に安易に自分の口座番号などを教えない。 
②貸金業登録の確認ができない業者からは絶対借り入れしない。 
③出資法で定める上限金利は、年２９．２％なのでこれを超えていないか確認する。 
④甘い話には絶対乗らない。 

※万一、被害にあわれた場合は江南警察署（☎５６―０１１０）にご相談ください。 
　問合先　市民相談室（☎３８―５８２２） 

●●銀行
 

▲▲▲▲
　■■■

様 

●●●銀行 
▲▲▲▲　■■■様 

     

　 
 

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
の

　
相
談
料
を
補
助 

  

　
気
軽
に
お
金
を
借
り
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
（
サ
ラ

金
）
の
利
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
れ
が
原
因
で
、
家
庭
の

破
壊
や
犯
罪
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う 

よ
う
な
悲
し
い
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、

社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
悲
劇
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
前
に
、
で

き
る
限
り
早
く
法
律
の
専
門
家
に
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
岩
倉
市
で
は
、
名
古
屋
弁
護
士
会

が
開
設
し
て
い
る
「
サ
ラ
金
ク
レ
ジ

ッ
ト
被
害
相
談
」
と
「
消
費
者
被
害

相
談
」
に
相
談
さ
れ
た
場
合
に
、
そ

の
相
談
料
の
５
千
２
５
０
円
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
☎
３
８

―
５
８
２
２
） 

 

 

新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
で
き
な
い
子
の
理
解
と

　
援
助 

 

大
河
原
美
以
　
著 

分
類
　
一
般
　
３
７
１ 

             

　
友
だ
ち
と
の
ト
ラ
ブ
ル
で
暴
力
を

ふ
る
う
。
授
業
を
乱
す
。
叱
ら
れ
る

と
暴
言
を
吐
く
…
。
突
然
「
き
れ
て
」

怒
り
に
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
小
学
生

を
ど
う
理
解
し
、
援
助
す
る
か
。
子

ど
も
の
心
理
療
法
の
専
門
家
が
、
新

し
い
視
点
と
具
体
的
な
実
践
例
を
豊

富
に
提
示
す
る
。 

★
天
気
の
大
常
識 

 

吉
田
忠
正
・
河
野
美
智
子
　
文 

分
類
　
児
童
　
４５ 

             

　
風
は
ど
う
し
て
お
こ
る
の
？
　
高

気
圧
・
低
気
圧
っ
て
、
な
に
？
　
知

っ
て
い
る
と
ト
ク
す
る
天
気
の
ふ
し

ぎ
を
徹
底
攻
略
。
小
学
校
４
年
生
か

ら
、
よ
み
が
な
対
応
。
最
新
情
報
が

も
り
だ
く
さ
ん
の
学
習
よ
み
も
の
シ

リ
ー
ズ
。 

  ★
花
王
強
さ
の
秘
密
　
　
平
林
千
春 

★
時
代
を
変
え
た
女
た
ち 

童
門
冬
二 

★
世
界
遺
産
熊
野
古
道
　
宇
江
敏
勝 

★
秘
密
と
嘘
と
民
主
主
義 

ノ
ー
ム
・
チ
ョ
ム
ス
キ
ー 

★
警
察
は
こ
こ
ま
で
腐
食
し
て
い
た

の
か
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
　
学 

★
１
分
間
パ
ワ
ー
ヨ
ー
ガ
・
ダ
イ
エ

ッ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
錦
本
　
彰

★
魅
力
的
な
大
人
の
女
に
な
る
本 

藤
本
統
紀
子 

お
お   

か
わ   

ら      

み      

い 

よ
し    

だ    

た
だ  

ま
さ 

か
わ    

の     

み      

ち     

こ 

ひ
ら  

ば
や
し  

ち     

は
る 

ど
う   

も
ん  

ふ
ゆ    

じ 

う     

え    

と
し  

か
つ 

み
や   

ざ
き        

ま
な
ぶ 

わ
た   

も
と        

あ
き
ら 

ふ
じ  

も
と   

と       

き     

こ 
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相談場所 電話相談 面接相談（予約制） 

南部保育園
内子育て支
援センター 

東部保育園
内子育て支
援センター 

大地町小森５ 
☎　３８−３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　３８－２３８７ 

毎週月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週月・水・金曜日 
午後１時～３時 

毎週月～金曜日 
午前９時～午後４時 

毎週月～金曜日 
午前１０時～午後３時 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

金
）
の
利
用
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が

談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

―
５
８
２
２
） 

  
●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
９
月
１３
日
　
・
２７
日
　
午 

後
１
時
〜
４
時
（
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
・
第
４
月
曜
日
） 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室
（
中
本
町
西
出
口

１５
―
１
） 

▼
相
談
員
　
久
保
亮
さ
ん
（
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優
先
と 

な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
） 

  
●
子
育
て
相
談 

  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
よ
く
動
き
回
っ
て
じ
っ
と
し
て

い
な
い
」
「
こ
の
ご
ろ
イ
ヤ
イ
ヤ
ば 

か
り
で
困
っ
て
し
ま
う
わ
」
「
近
く

に
遊
ぶ
子
や
遊
び
場
が
な
い
け
ど
…
」

「
１
日
中
子
ど
も
の
世
話
で
母
の
気 

が
休
ま
ら
な
い
」
な
ど
な
ど
。 

　
ひ
と
り
で
考
え
込
ま
ず
に
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。
何
で
も
お
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り 

▼
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　
３
８
―

３
９
１
１
、
東
部
保
育
園
内
☎
　
３

８
―
２
３
８
７
） 

　 
   

 

（月） 

（月） 

富
に
提
示
す
る
。 

藤
本
統
紀
子 

市 民 相 談   
市民相談室（☎３８－５８２２） 

 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となっていま
すので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいただ
きます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
　午前９時～午後４時 
■女性悩ごと相談 
　９月　３日（金）午後１時～３時３０分 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
　「こんにちはコーナー」 
　９月　５日（日）午後１時～３時 
　９月１９日（日）午後１時～３時 
■登記相談 
　９月　８日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
　９月　９日（木）午後１時～４時 
■不動産相談 
　９月　９日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
　９月１０日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
　９月１０日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　９月１４日（火）午後１時～４時 
　９月２２日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時から、
市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、電話可）。 
■総合福祉相談 
　９月１７日（金） 
★女性悩みごと相談 
　午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■年金相談 
　９月２７日（月）午前１０時～午後３時 

●心の相談電話 ☎３７－７８６７ 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人でく
よくよしていても、何の解決にもなりません。経験豊かなボラ
ンティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけくださ
い。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、振替休日
を除く） 

▼
 

▼
 

 

　
社
会
福
祉
協
議
会 

　
相
談
コ
ー
ナ
ー 

☎
３
７
―
３
１
３
５ 

 

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
２
階
相
談
室
で
、

次
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

心
配
ご
と
相
談 

　
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い

て
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
　
午
後
１

時
〜
３
時 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み

た
い
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て

も
ら
い
た
い
人
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

▼
と
き
　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
５
時 

※
毎
週
木
曜
日
（
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
）
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
際
に
行
っ

て
い
る
人
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
。 

み  　な  　       な     や      む     な 

く
　  

ぼ   

ま
こ
と 

ふ
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中
本
町
の
岩
田
悟
・
良
子
さ
ん
の
長
男

青
空
く
ん
（
１
歳
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
青
空
く
ん
が
生
ま
れ
て
あ
っ
と
い
う
間

の
１
年
。
笑
っ
た
り
泣
い
た
り
し
な
が
ら
、

す
く
す
く
成
長
し
て
い
る
青
空
く
ん
の
姿

が
、
パ
パ
と
マ
マ
の
一
番
の
幸
せ
で
す
。 

　
上
手
に
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
い

ろ
ん
な
所
に
遊
び
に
行
こ
う
ね
。
た
く
さ

ん
食
べ
て
た
く
さ
ん
遊
ん
で
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
姿
を
こ
れ
か
ら
も
パ
パ
と
マ
マ
に

見
せ
て
ね
。 

い
わ   

た  

さ
と
る
　  

り
ょ
う
こ 

青
空 

く
ん 

あ
お
　
い 

No.50

身
近
な
活
動
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る 

 

　
　
柴
山
涼
子
さ
ん
（
中
本
町
） 
 

　
今
回
は
、
佐
々
木
薫
さ
ん
の
紹
介
で
、
中
本
町

の
柴
山
涼
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
「
普
通
の
主
婦
で
す
」
と
ご
自
分
を
紹
介
さ
れ

た
柴
山
さ
ん
は
、
現
在
、
お
友
達
と「
ユ
ニ
セ
フ
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
会
」
と
い
う
会
を
、
月
に
１
度
、

第
１
火
曜
日
に
岩
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
開
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
会
は
、
会
費
形
式
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

で
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
雰
囲
気
の
中
で
、
ユ
ニ

セ
フ
の
活
動
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
協
力
の

輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
毎

月
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
の
ほ
か
、
春
と
秋
の
２

回
、
「
古
着
市
」
を
開
き
、
集
ま
っ
た
資
金
を
年

に
１
度
ユ
ニ
セ
フ
日
本
協
会
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。 

　
ユ
ニ
セ
フ
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
会
は
、
固
定
し

た
メ
ン
バ
ー
を
持
た
ず
、
子
ど
も
を
守
る
ユ
ニ
セ

フ
の
活
動
に
関
心
を
持
つ
人
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

自
分
の
都
合
の
良
い
と
き
に
気
軽
に
参
加
で
き
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。 

　
お
菓
子
を
作
る
の
が
得
意
な
人
が
パ
ー
テ
ィ
ー

の
お
菓
子
を
作
り
、
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
人

が
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
得
意

な
こ
と
で
協
力
し
あ
っ
て
楽
し
く
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
柴
山
さ
ん
も
公
民
館
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
き

っ
か
け
に
始
め
た
パ
ソ
コ
ン
で
、
チ
ラ
シ
や
資
料

作
り
を
担
当
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
子
育
て
が
一
段
落
し
て
か
ら
始
め
た
身
近
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
「
昔
は
、
日
本
も
ユ
ニ
セ
フ

か
ら
支
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
無
理
を
せ
ず
に

続
け
ら
れ
る
活
動
で
、
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き

れ
ば
」
と
思
い
を
語
っ
て
み
え
ま
し
た
。 

　
紹
介
者
は
、
栄
町
の
井
上
ひ
ろ
み
さ
ん
で
す
。 

　
次
回
は
、
井
上
さ
ん
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
！ 

し
ば   

や
ま 

り
ょ
う   

こ 

さ     

さ    

き  

か
お
る 

い
の
う
え 
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沙
奈 

ち
ゃ
ん 

  

さ
　  

な 

　
下
本
町
の
神
野
徹
也
・
麻
依
子
さ
ん
の

長
女
沙
奈
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）
。  

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
い
つ
も
元
気
で
笑
っ
た
り
、
泣
い
た
り
、

怒
っ
た
り
大
忙
し
の
沙
奈
ち
ゃ
ん
。
１
日

ご
と
に
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
い
ろ
ん
な
こ

と
を
覚
え
て
い
き
ま
す
。  

　
最
近
は
、
お
し
ゃ
べ
り
も
上
手
に
な
り
、

マ
マ
や
パ
パ
と
た
く
さ
ん
お
話
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
、
ま
す
ま
す
可
愛
く
な
り
ま

し
た
。 

　
マ
マ
と
パ
パ
の
大
切
な
沙
奈
ち
ゃ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ

て
い
っ
て
ね
。 じ

ん  

の   

て
つ  

や
　 

　     

ま    

い    

こ 

いま地震が起きたら
　　　　　家庭、学校、職場…

  お      がさ     わら     み        よ        こ 

●あいち防災リーダー　　小笠原三代子 

　いつ起きてもおかしくないと言われている東海地震、
東南海・南海地震。 
　もし、「今」起きたらあなたはどうしますか。地震が
発生すると激しい揺れは１～２分続きます。あわてて外
に飛び出したりせず、冷静に行動を!!　  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　　　　　　　　 災害には日ごろの訓練や備えが大切！ 
　日ごろから家族で防災会議を開き、次のようなことを確認しておきましょう。 
・家庭、学校、職場との連携ができているか 
・避難場所、避難経路の確認 
・警戒宣言が発令されたらどうするか　など 
「自分の命は自分で守り、家族の命は家族で守る」という気持ちが大切です。 

　
次
回
は
、
井
上
さ
ん
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
！ 

・落ち着いて、まず、自分の身を守る 
・火の始末をする 
・逃げ道の確保のため、玄関をあける 
・揺れがおさまったら火元を確認する 
・家族は大丈夫か、非常 
　持ち出し袋は？ 
・ラジオをつけ、情報を 
　収集する 
・さらに、余震に注意する 
 

自宅にいたら 

学校にいたら 
　注意情報が発表されると、児童、生徒は、教師に付
き添われて学校から帰宅します。各学校では、ボイス
ボックスなどを使い各家庭と連絡がとれるよう備えて
います。改めて学校と家庭の連絡方法を確認しておき
ましょう。 

職場にいたら 
・一人ひとりがどのように行動するか 
・来客の避難誘導などの対応方法はどうするか 
・電話が使えない場合に必要な情報をどのように収集、
　伝達するか 
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▲アメンボとメダカって仲よしなのかな？ 

▲「いのちの時間」の授業には、 
　養護教諭も携わります 

▲子どもの相談にのる伊藤和美先生 

　
岩
倉
北
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
は
未
来
の
町
づ
く

り
人
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
通
し
て
、
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
を
目
指

し
教
育
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

自
然
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て 

　
平
成
１１
年
の
夏
、
「
自
然
観
察
」
を
通
し
、
小
さ

な
命
に
触
れ
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
生
命
の

大
切
さ
や
、
生
命
を
と
り
ま
く
環
境
が
い
か
に
大
切

か
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
、
地
域
の

方
と
学
校
が
協
力
し
て
ビ
オ
ト
ー
プ
が
つ
く
ら
れ
ま

し
た
。 

　
本
校
で
は
今
年
度
か
ら
２
時
間
目
と
３
時
間
目
の

間
の
放
課
が
３０
分
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
３０
分
放
課

や
昼
の
放
課
に
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
ま
わ
り
に
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
時
に
は
思
い

あ
ま
っ
て
水
に
落
ち
て
し
ま
う
子
も
い
ま
す
が
、
メ

ダ
カ
や
ア
メ
ン
ボ
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
小
さ

な
命
を
い
た
わ
り
つ
つ
友
達
同
志
よ
り
よ
い
関
係
を

構
築
し
て
い
ま
す
。 

 

子どもは未来の町づくり人
-〜心豊かな子どもの育成を目指して〜:

子どもは未来の町づくり人
-〜心豊かな子どもの育成を目指して〜:

　生活様式や価値観が多様化し、核家族化や少子化が進む中、今の
子どもたちは人間関係が希薄であると言われています。したがって、
できる限り小さいころから、多くの人と出会い、触れ合い、自分以
外のものの存在を知り、多様な考えを認めながら、自己実現できる
ようにしていかなければなりません。 
　本校では今年度、「子どもと親の相談員」による相談活動が始ま
りました。相談員として、岩倉市の主任児童委員として活躍してみ
える伊藤和美先生をお迎えし、毎週火・水・金曜日の午前９時から
正午まで、子どもたちの相談はもとより、保護者の相談や家庭訪問
などさまざまな相談活動を展開しています。３０分放課には、友達
関係や家庭などいろいろな悩みをもった子どもたちが、相談室にや
ってきます。子どもたちは，先生とは一味違う相談員とかかわりな
がら、自分自身をじっくり見つめ直し、自己をコントロールする力
を身に付けています。 

人とかかわり、自分を見つめることを通して 

「いのちの時間」の学習を通して 
こんなことをねらっています 
●自分の誕生・成長の過程を知ることにより、「生まれてきてよかった」と感じさせ、家庭の大切さを考えさせたい。 
●他人を思いやる心をもち、豊かな人間性とたくましく生きるための力を付けさせたい。 
●成長の途中にいる児童生徒の発育・発達には個人差があるが、大人になっていくことへの喜びや期待をもたせたい。 

こんなことを学習します 
１年生 
２年生 
３年生 
４年生 

５年生 

６年生 「エイズについて知ろう（保健学習と関連）」「大人に近づく心」 

「きれいなからだ」「大きくなるよろこび」 
「ぼく・わたしのからだ」「赤ちゃんはどこから」 
「男の子・女の子」「いのちの大切さ」 
「おとなへの第一歩」「生命のすばらしさ」 
「成長する私たち」「命の誕生（理科学習と関連）」「月経の手当 
（女子のみ）」 

い   とう かず   み 

岩倉北小学校 
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広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　８月３日、愛知県下で一斉に実施される夏の地域安全（防犯）運動

の一環として、岩倉駅周辺などで夏の犯罪撲滅啓発活動を行いました。 

　この日は、岩倉市防犯ネットワーク会議委員、市議会議員、江南警

察署員など約１３０人が参加し、市民の皆さんに防犯チラシなどを配

布して犯罪防止を呼びかけました。 

　市内では今年１月から７月までに、車上ねらい、空き巣、自動車盗、

ひったくりなどの窃盗犯罪が６６６件発生していますが、市民の皆さ

んの参加による地域安全パトロールなどの効果により、昨年同時期に

比べ１０８件の減少となっています。しかし、依然、犯罪は多発して

いますので、皆さんも犯罪に巻き込まれないよう、日ごろから十分注

意し、自分の身は自分自身で守るよう心がけましょう。 

　８月４日、戦争の恐ろしさや悲しさを知り、平和
について考えてもらおうと「～平和を考える～戦争
の話をきこう！」が第五児童館で開かれ、約７０人
の児童が集まりました。 
　この日、中本町在住の中村友之さんが、戦時中、
中国の大連で過ごしたことや戦車が間近を通って怖
かったことなど、戦争で体験した話をされ、児童た
ちは熱心に耳を傾けていました。 
　その後、子どもたちは戦争当時食べられていた「す
いとん」を試食。当時よりも具だくさんのすいとん
に「初めて食べたけどおいしい」と素直な感想をの
べていました。 

　８月１２日、小川朋恵さん（写真右から２人目）、
上垣内里奈さん（写真右）、蒲春輝さん（写真左か
ら２人目）、藤本茉佑さん（写真左）が、市長に愛
知県大会団体戦優勝と、全国大会出場の報告を行い
ました。小川さんと蒲さんは、個人戦でも優勝し、
全国大会出場となりました。 
　愛知県大会では、団体戦決勝で岩倉中学校と対戦。
接戦の末、南部中学校が優勝に輝きました。８月７
日、８日の２日間、静岡県で行われた東海大会にも
２校が県代表としてそろって出場し、市内２校の中
学校が互いに競い合って、柔道の分野で岩倉市の名
を高めてくれました。 
　主将の小川さんは、「全国大会は、強豪校ぞろい
ですが、精一杯やって恥じない試合をしたい」と決
意を語っていました。 

南部中学女子柔道部が全国大会へ 
～南部中学校女子柔道部成績報告～ 

戦争を知り、平和を考える 
～「平和を考える」戦争の話をきこう！～ 

犯罪から自分の身を守りましょう 
～夏の犯罪撲滅啓発活動～ 

 

▲
　

　
子
で
外
よ
　
り
え
正
な
関
っ
が
を

こん
●自
●他
●成

お  がわとも  え 

なかむらともゆき 

かみがい と    り   な かばはる  き 

ふじもと  ま    ゆ 

せっ  とう 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

いわくらし

ちき
ゅうにやさしい

�����




�

�

�

�

�

�

�

�

	


		

	�

	�

	�

	

	�

水 

木 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

金 

土 

日 

月 

水 

月 

�

★１歳6か月児健康診査  
野菜の広場/岩倉駅地下道 

　休日急病診療（仁木暢　仁木医院） 
朝市/東町 

★基本健康診査　★住民検診 

朝市/岩倉団地  
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★基本健康診査　★住民検診 
はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

★基本健康診査　★住民検診 

★基本健康診査　★住民検診 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★乳幼児健康相談 
★基本健康診査　★住民検診 

※市役所市民スペースはお休みです。 
　休日急病診療（渡部照和　渡部耳鼻咽喉科） 

★基本健康診査　★住民検診 

★離乳食教室　★基本健康診査　★住民検診 
分別収集/八剱町･井上町･神野町･石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

★基本健康診査　★住民検診 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

火 
★基本健康診査　★住民検診 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町  
古紙と古着の日/泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

★基本健康診査　★住民検診　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町  
古紙と古着の日/下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

　證法寺（本町）で、８月１５日（日）に傘鉾と言われる献灯会が

開かれました。  

　この行事は、その昔、親鸞聖人が関東から京へ帰る道中で、この

寺に宿泊した時に、法力でこの寺の蚊を封じたという伝説にちなん

で行われているもので、毎年お盆の時期に開かれています。 

　市史によれば、この行事は昭和２年から続けて行われており、戦

前には、多くの参詣者が境内を埋め尽くし、門前の家々にも川柳の

書かれた行灯がかけられて大変にぎわったそうです。 

　今では、提灯の灯もろうそくから電灯に変わっていますが、夏の

夕暮れにたくさんの提灯の明かりで照らされた本堂や鐘楼は、幻想

的な姿を見せてくれます。 

 

 

～本町かいわい～ 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，300人（－18人） 
            男性/24，082人（－17人） 
            女性/24，218人（－　１人） 
          世帯数/19,255世帯（－5世帯） 
                （8月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

しょうぼう じ かさぼこ 

しんらんしょうにん 

ちょうちん 

あんどん 

しょうろう 

災
害
か
ら
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ら
を
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る
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